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食料安全保障月報について 
 

１ 意義  

我が国は食料の大半を海外に依存していることから、主食や飼料原料となる主要穀物(コメ、小

麦、とうもろこし)及び大豆を中心に、その安定供給に向けて、世界の需給や価格動向を把握し、

情報提供する目的で作成しています。 

 

２ 対象者 

  本月報は、2021 年６月まで発行していた海外食料需給レポートに食料安全保障の観点から注目

している事項を適宜追加する形で、国民のみなさま、特に、原料の大半を海外に依存する食品加

工業者及び飼料製造業者等の方々に対し、安定的に原料調達を行う上での判断材料を提供する観

点で作成しています。 

 

３ 重点記載事項 

我が国が主に輸入している国や代替供給が可能な国、それに加えて我が国と輸入が競合する国

に関し、国際相場や需給に影響を与える情報（生育状況や国内需要、貿易動向、価格、関連政策

等）について重点的に記載しています。 

 

４ 公表頻度 

  月 1 回、月末を目処に公表します。 
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  ＜ウクライナ＞紛争による黒海の港閉鎖の影響等で輸出量 6.0 百万トン下方修正 
   
３ コメ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
＜米国＞  中粒種の輸出価格が史上最高値の 1,350 ドル/トン 
＜インド＞ 2021/22 年度の生産量が 129 百万トンで史上最高 
＜中国＞  2022 年は黒龍江省等で作付面積を削減する計画 
＜タイ＞  輸出量の上方修正により単独で世界第２位のコメ輸出国 
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＜ベトナム＞2022 年の冬春作の収穫進捗率は 11.4％ 
 

Ⅱ 油糧種子 
  大豆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
＜米国＞  生産量は史上最高も、輸出減の見通し 
＜ブラジル＞南部の高温・乾燥で単収下方修正、生産量は減産見通し 
＜アルゼンチン＞高温・乾燥で面積・単収下方修正、輸出税は継続 
＜中国＞  減産見通し、消費量・輸入量は下方修正 
＜カナダ＞ 西部での高温乾燥の影響で減産見通し 

 
【利用上の注意】 
 
表紙写真： 
ウクライナのドニエプロペトロフスク州の冬小麦の圃場(3 月 3 日撮影) 
小麦の状態は良好もしくは並の状態で、生育段階は分げつ期。ロシアのウクライナ侵

攻により、肥料の供給が困難な状態となっている。 
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Ⅰ 2022 年３月の主な動き 

 

主要穀物等の需給・相場等について 

主要穀物等の 2021/22 年度の作況については、北半球はほぼ確定したが、収穫

が行われている南半球は今後も変動する可能性。 
品目別にみると、３月の米国農務省（USDA）の需給報告では、小麦について

は、生産量は史上最高となるものの、ロシアのウクライナ侵攻に関連し、ロシア・

ウクライナの小麦輸出量が下方修正されたこともあり、国際相場は過去最高を更

新する等、高い水準の中で不安定な動きで推移しており、今後も注視が必要。 
一方、とうもろこしについては、ウクライナの輸出量が下方修正されたこと、

大豆については、南米の乾燥の影響で、生産量が 3 か月連続で下方修正されたこ

とで、いずれも期末在庫は依然としてタイトな状況であり、引き続き注視してい

く必要。 
FAO（国連食糧農業機関）が公表している食料価格指数（最新値：２月）につ

いては、主に穀物（141→145）、植物油（186→202）及び乳製品（133→141）が

上昇した影響により、１月より上昇（136→141）し、2011 年２月以来過去最高と

なった。 
海上運賃について、バルチック海運指数（穀物輸送に主に使用される外航ばら

積み船の運賃指数）は、昨年 10 月に直近５年間の最高値を記録して以降は下落

傾向で推移した後、直近では上昇傾向。 
 
早期注意段階の継続について 

現状において、我が国の食料の安定供給に懸念は生じていないものの、上記の

状況を踏まえ、2021 年 7 月から適用を開始した、緊急事態食料安全保障指針に基

づく「早期注意段階」については、３月も引き続き適用。 

【参考】早期注意段階について（農林水産省ＨＰ） 
https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/soukichuui.html 
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１ 米国の 2022/23 年作付面積は小麦、大豆増、とうもろこし減（農業アウトルック） 

米国農務省（USDA）は今後 10 年間の農業見通し等を議論する第 98 回の農業アウ

トルックフォーラムを、２月 24 日～25 日にオンライン形式で開催した。これによる

と、2022/23 年度のとうもろこしの作付面積は、3,723 万ヘクタール（対前年度比 1.5％
減）と減少するものの、大豆は、3,561 万ヘクタール（同 0.9％増）、小麦は 1,943 万

へクタール(同 2.8％増)と増加する見通し。 

生産量は小麦、とうもろこし、大豆とも前年度より増加する見通し。なお、期末在

庫率は小麦は 37.0％、とうもろこしは 13.2％と前年度より上昇するも、大豆は 6.7％
と低下する見通し。   
   

２ 中国の一号文件で生産地で増産、消費地ごとに自給率向上 

  ２月 22 日に一号文件(中国共産党と国務院（内閣に相当）が連名で発出するその年

の最初の文書で、例年、農業・農村・農民の三農問題を取り上げている)が公表され

た。その中では、６億 5,000 万トンの食糧(穀物、豆類、イモ類計)生産の確保を目標

としている。また、中国内を生産主体地域、消費主体地域、生産消費均衡地域の 3つ

に分け、産地での食糧(穀物、豆類、イモ類計)生産力の向上、消費地での食糧の自給

率の向上、産地・消費地での食糧の基本的な自給をうたっている。 

 

３ 豪州冬穀物・油糧種子生産は史上最高の見通し 

農業資源経済科学局（ABARES）の「Australian Crop Report」（2022.3.1）によれ

ば、2021/22 年度の冬穀物・油糧種子は収穫が終了し、史上最高を更新し、6,190 万

トン。うち、小麦は 3,630 万トン、大麦は 1,370 万トン、菜種は 640 万トンとそれぞ

れ史上最高の見通し。州別の冬穀物・油糧種子の生産量は、西オーストラリア州が史

上最高の 2,310 万トン、ニューサウスウェールズ州が前年度より減産も史上第２位の

1,880 万トンと豊作。しかしながら、前年 11 月の降雨により収穫が遅れ、品質が低下

し、低タンパク質含有率で飼料グレードとなる小麦が増加している。 

夏穀物・油糧種子は生育期で、平年以上の降雨に恵まれ、ソルガムは 260 万トンと

史上第３位の生産量となり、コメも前年度より 38％増の 63 万もみトンの見通し。 
 
４ ロシアの侵攻によるウクライナの農業生産への影響 

3 月の国際連合食糧農業機関（FAO）の予測によれば、ロシアの侵攻に伴うウクラ

イナの農地への直接的な被害や営農活動の制限及び労働力の不足により、2022/23 年

度の農産物生産について、次のような影響を受けるとみられている。 
 ①小麦などの冬作物については、20％の農地で収穫が出来ず、収穫がされた農産物に

ついても、肥料不足や収穫遅れなどから単収が 10％低下する。  
②とうもろこしやひまわりなどの春作物についても、30％の農地で作付が困難となり、

単収も 20％低下する。 
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Ⅱ 2022 年３月の穀物等の国際価格の動向 

小麦は、２月末、340ドル/トン台前半で推移。３月に入り、ロシアのウクライナ侵

攻による世界的な小麦の供給混乱の懸念から上昇し、３月７日には史上最高の523ド
ル/トンに値を上げた。その後は、値を下げたものの、黒海地域の輸出の混乱に下支

えされ、３月下旬現在、410ドル/トン前後で推移。 
 
とうもろこしは、２月末、270ドル/トン台半ばで推移。３月に入り、ロシアのウク

ライナ侵攻の深刻化、ラニーニャ現象に伴う南米の高温・乾燥によるさらなる減産懸

念や原油価格の上昇等から上昇し、３月下旬現在、290ドル/トン台後半で推移。 
 
コメは、２月末、430ドル/トン台半ばで推移。３月に入り、ロシアのウクライナ侵

攻が深刻化する中においても新規の需要が乏しく、ほぼ横ばいで推移し、３月下旬現

在も430ドル/トン台半ばで推移。 
 
大豆は、２月末、600ドル/トン台半ばで推移。３月に入り、ラニーニャ現象に伴う

南米の高温・乾燥によるさらなる減産懸念やUSDAの３月需給報告や南米の現地機関

の見通しが大豆生産の大幅な減少となったことに加え、ロシアのウクライナ侵攻の深

刻化、植物油価格全体の上昇等を背景に値を上げ、３月下旬現在、620ドル/トン台前

半で推移。 
（注）小麦、とうもろこし、大豆はシカゴ相場（期近物）、米はタイ国家貿易委員会価格 

 

Ⅲ 2021/22 年度の穀物需給（予測）のポイント 

 世界の穀物全体の生産量は、前月から 740 万トン上方修正され 27.9 億トン。消費量

は、前月から 180 万トン上方修正され 27.9 億トンとなり、生産量が消費量をわずかに

下回る見込み。 
 また、期末在庫率は前年度を下回り 28.6％となる見込み（資料 2 参照）。 

生産量は、前月予測から、小麦、とうもろこし、コメで上方修正され、穀物全体で上方修正さ

れ 27.9 億トンの見込み。 
消費量は、前月予測から、小麦で下方修正、とうもろこし、コメで上方修正され、穀物全体で

上方修正され 27.9 億トンの見込み。 
  貿易量は、前月予測から、小麦、とうもろこしで下方修正、コメで上方修正され、5.0 億ト

ンの見込み。                                               
  期末在庫量は、8.0 億トンと前月予測から上方修正、期末在庫率は前月から上方修正された。 
（注：数値は３月の USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」による） 
 

Ⅳ 2021/22 年度の油糧種子需給(予測)のポイント 

 油糧種子全体の生産量は前年度を下回り 6.0 億トン。消費量は前年度を上回り 6.1 億

トンとなり、生産量が消費量を下回る見込み。 
なお、期末在庫率は前年度を下回り、17.1％となる見込み。 
(注：数値は３月の USDA「Oilseeds : World Markets and Trade」による)  
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Ⅴ 今月の注目情報: ロシアのウクライナ侵攻による穀物輸入国への影響      

１ ロシア、ウクライナの穀物輸出状況 

ロシアとウクライナは小麦、大

麦、とうもろこしを始めとする穀物

やひまわり油などの植物油の輸出

国であり、世界的に大きなシェア

を占めている。両国で小麦と大麦

は３割近く、とうもろこしも２

割、ひまわり油に至っては８割の

輸出シェアを占めている。米国農

務省（USDA）が３月９日に公表

した 2021/22 年度の穀物等の需給

見通しでは、今般のウクライナ情

勢を受けて、ウクライナとロシア

の穀物や油糧種子の輸出量を下方

修正した。                                                                                         

 

（１）ウクライナ 

ウクライナについては、穀物

輸出の中断により、小麦の輸出

量を 400 万トン下方修正し

2,000 万トン、とうもろこしの輸

出量を 600 万トン下方修正し

2,750 万トンとした。ひまわり油

の輸出量についても 90 万トン下

方修正し、575 万トンとした。 

２月下旬から、ウクライナの

穀物輸出は停止されており、ウ

クライナ政府は、３月に入り小麦

やとうもろこしなどの穀物につい

ては、輸出許可制を導入した。 

USDA の「Feed Outlook: March 2022」によれば、特にウクライナの穀物輸出への影響が

大きく、とうもろこしの当初輸出見通し 3,350 万トンのうち、その半分は輸出が終了したが、

残り半分はまだ輸出されていない。このため輸出量を下方修正したとしている。その要因とし

出典：USDA「PS&D」(2022.3)を農林水産省で加工     

我が国はロシア、ウクライナからほとんど穀物を輸入していないが、中東諸国は穀物

輸入の多くを両国に依存しており、エジプトの小麦輸入における両国のシェアは80％を

超えるといわれている。東南アジア諸国でもインドネシアなどが輸入している。一方、

ハンガリー等で穀物の輸出規制が導入された。３月上旬には、小麦のシカゴ相場は史上

最高値を更新し、３月７日には期近物は14ドル/ブッシェルを超えた。 
ロシアのウクライナ侵攻に伴う、国際需給への影響についてまとめた。 

図１ ロシア／ウクライナの穀物等の輸出シェアの推移 

   小麦：ロシアとウクライナのシェアは３割程度 
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とうもろこし：ロシアとウクライナのシェアは２割程度  
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ては、少なくとも 

①ロシアの軍事行動で、穀物備蓄の施設   

が被災したこと 
 ②ロシアの侵攻で穀物インフラや輸送に 

被害を与え、黒海の輸出港への輸送が 

困難なこと 

 ③最も大きな要因で、ロシアの侵略後、 

すぐに黒海の輸出港が閉鎖されたこと 

  としている。 

   輸出できないとうもろこしは在庫とな

っているが、一部は被害を受けており、将

来的にも輸出は難しいとみられている。 

また、3 月の国際連合食糧農業機関

（FAO）の予測によれば、ロシアの侵攻に

伴う農地への直接的な被害や営農活動の

制限及び労働力の不足により、2022／23

年度の農産物生産が以下の影響を受け

るとみられている。 

 ①小麦などの冬作物については、20％の農地

で収穫が出来ず、収穫がされた農産物につ

いても、肥料不足や収穫遅れなどから単収

が 10％低下する。 

 ②とうもろこしやひまわりなどの春作物に

ついても、30％の農地で作付けが困難とな

り、単収も 20％低下する。さらに、農家は、

小麦と比較して肥料が比較的多く必要な

とうもろこしや、製品の輸出インフラが損

傷したひまわりよりも、地域の食料安全

保障のため、ジャガイモなどを植える可

能性がある。 

 

（２）ロシア 

ロシアについても、欧米諸国等からの経

済制裁の影響等を考慮して小麦の輸出量

を 300 万トン下方修正し、3,200 万トンと

した。ひまわり油の輸出量も 15 万トン下

方修正し、365 万トンとした。なお、とう

もろこしについては輸出数量が少ないこ

とや、イラン向けについてはカスピ海経由

で輸出できること等から修正はされてい

ない。 

ロシアは、前年から賦課している小麦

インドネシア, 

2,606

エジプト, 

2,458

パキスタン, 

1,399

バングラデ
シュ, 1,127モロッコ, 

1,085

トルコ, 794
イエメン, 793
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リビア, 651

レバノン, 628

その他, 4,397

中国, 8,498

オランダ, 

2,544エジプト, 

2,416

スペイン, 

1,983

イラン, 1,320

ベルギー, 

743

英国, 742

ポルトガル, 

731

イタリア, 

703

トルコ, 640

その他, 3,547

エジプト, 8,135

トルコ, 6,987

n/a, 
2,054

バングラデ
シュ, 1,821

パキスタ
ン, 1,570

アゼルバイ
ジャン, 1,380

スーダン, 1,154

ナイジェリア, 

1,072

イエメン, 1,038

ジョージア, 

688

その他, 12,142

図２ ロシアの小麦、ウクライナの小麦、 

とうもろこしの輸出先（2020/21 年度） 

ロシア産小麦           (3,800万トン) 

ウクライナ産小麦           (1,660 万トン) 

ウクライナ産とうもろこし    (2,390万トン) 

出典：各国統計資料を農林水産省で加工 

   ロシアの N/A は仕向け先非公表 
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等穀物・油糧種子への輸出税、本年２月 15 日～６月末までの小麦等穀物への輸出枠の設定な

どの輸出規制に加え、３月 14 日にユーラシア経済同盟向けの穀物輸出を禁止した。ユーラシ

ア経済同盟向け以外の輸出は輸出割当内のものであれば輸出可能である。３月中旬時点で、ア

ゾフ海からの穀物輸出が解除された模様で、黒海沿岸のロシアの港からは輸出可能である。 

   

２ 国際価格への影響 

中国の旺盛な輸入や米国・カナダの減産等で上昇していた小麦のシカゴ相場は、２月 24 日の

ロシアのウクライナへの侵攻を受けて急騰し、小麦の期近物終値（セツルメント）は、３月３日

には、過去最高の 2008 年２月 27 日の最高値（12.80 ドル/ブッシェル）を上回り、３月７日に

は史上最高値となる 14.25 ドル/ブッシェルとなった。その後、下落したが、依然として 11 ドル

から 12 ドルの高値で推移している。大豆やとうもろこしのシカゴ相場も、南米の高温・乾燥に

よる減産見通しも反映し、高値で推移している。 

 

３ 輸入国への影響 

（１）小麦 

世界最大の小麦輸入国であるエジプトは、地理的にロシアとウクライナから近いことや両国

の輸出価格が他の輸出国と比べて安価なことから、従来から両国からの輸入量が多く、両国の

シェアは輸入量全体の８割を超えていた。国際穀物理事会（IGC）などによると、エジプトは

前年以降の小麦の国際価格の上昇に伴い、小麦の国内備蓄の積み増しに取り組み、２月時点で

おおよそ４か月分以上の小麦を備蓄しているとみられている。さらに、報道等によれば、先行

きが不透明なため、エジプトの貿易公社の GASC は、カザフスタンや EU、米国からの輸入を

検討している。また、エジプト国内産の買い入れも促進するとみられている。 

   同様に、アルジェリアでも、ロシアやウクライナからフランス産への切り替えを検討してい

る。このように、北アフリカの小麦輸入国は、当面、ロシアやウクライナから EU など他の小

麦輸出国への切り替えを余儀なくされている。 

   アジアの主要輸入国のインドネシアでは、報道等によれば、2021 年の輸入量は 1,150 万ト

ンである。主要輸入先の１位は地理的に近い豪州であるが、２位がウクライナで 26％のシェ

アを占めている。今回のロシアのウクライナ侵攻に伴い、小麦の輸入価格が大きく上昇すると

ともに、ウクライナ産については他国産への振替を検討しているとみられる。 

（２）とうもろこし 

とうもろこしについては、中国は、ウクライナから 2021 年に 800 万トン以上輸入してお

り、米国に次ぐ２番目のとうもろこし輸入先となっている。一方、２月にはロシア産小麦の輸

入拡大について両国で合意しており、今後の穀物の輸入動向が注目されるところである。 

同様にウクライナ産とうもろこしを飼料向けに輸入していた EU は、南米産とうもろこしに

振り替えるのではないかとみられている。 
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４ 今後の見通し 

  ３月末時点で、ウクライナ情勢に

ついて今後を見通すことは難しい

が、ウクライナでは例年通りであれ

ば４月上旬から、2022/23 年度のと

うもろこしや春大麦などの春作物の

播種が開始される。また 2022/23 年

度の冬小麦の収穫作業が控えている。戦乱が長引けば、収穫済みの 2021/22 年度の輸出のみなら

ず、2022／23 年度の生育や収穫作業にも支障が生じることになる。現地の農業調査会社の見通

しでは、とうもろこしなどの春作物の作付面積が、戦乱の影響で肥料が確保できないなどの理由

から４割近く減少するとの見方をしているところもある。 

  ロシアについても、前年から賦課されている輸出税、本年２月 15 日～６月末までの輸出枠の

設定などの輸出規制に加え、ロシアの金融機関の SWIFT(国際銀行間通信協会：世界的な銀行間

の決済システム)からの排除により貿易取引が正常に実施できないことから、今後の穀物輸出に

支障が出る可能性もある。 

  一方、ロシアやウクライナから輸入していた国は他国産への振替を行う必要があるが、輸出余

力がある国は限定されている。例えば、アルゼンチンは、小麦もとうもろこし、大豆も輸出可能

であるが、すべての品目に輸出税を課している。さらに、国際穀物価格の上昇により国内向けの

穀物供給を確保するため、前年末には小麦やとうもろこしには輸出上限数量も設定した。さら

に、USDA の３月見通しによれば、エルニーニョの影響とみられる乾燥等により、とうもろこし

や大豆生産見通しが引き下げられ、本年３月には、一時 31％に引き下げられていた大豆油かす

や大豆油の輸出税を 33％に戻した。 

  また、報道などでは、ウクライナ情勢の緊迫化を受け、ハンガリーやセルビアなどウクライナ

に地理的に近い国で穀物等の輸出規制が報道されている。 

  なお、当初、鉄道経由でルーマニアから輸出を計画されていたウクライナ産の穀物について、

2 月の侵攻以降停止されていた黒海からの輸出が、3 月 24 日以降、一部で再開されるとの報道も

ある。 

このような状況から、小麦は史上最高の豊作となった豪州産、とうもろこしは史上 2 位の豊作

となった米国産といった、一部の主要な輸出国にさらに需要が集中する恐れがある。引き続き、

ウクライナ情勢の穀物貿易に与える影響について注視していく。 

 

 

参考 本年３月以降、報道されている穀物等の輸出規制 

ロシア：穀物のユーラシア経済同盟向け輸出禁止（14 日） 

ウクライナ：小麦、とうもろこし等の輸出許可制（６日） 

     （とうもろこしは 24 日に解除） 

ハンガリー：小麦・とうもろこしの等の輸出ライセンス制(6 日) 

セルビア：小麦等穀物の輸出規制（６日） 



資料１ 穀物等の国際価格の動向（ドル/トン）
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(2012.9.4)

とうもろこし
297.8ドル

327.2ドル
(2012.8.21)

2022年３月４日現在
の価格。
□内は過去最高値。

□ 穀物等の国際価格の動向

注１：小麦、とうもろこし、大豆は、シカゴ商品取引所の各月第１金曜日の期近終値の価格(セツルメント)である。コメは、タイ国家貿易取引委員会公表による各月第１水曜日のタイうるち精米100％２等のＦＯＢ価格である。

注２：過去最高価格については、コメはタイ国家貿易取引委員会の公表する価格の最高価格、コメ以外はシカゴ商品取引所の全ての取引日における期近終値の最高価格。

コメ
434ドル

1,038ドル
(2008.5.21)

小麦
495.3ドル

523.7ドル
(2022.3.7)

○とうもろこし、大豆が史上最高値を記録した2012年以降、世界的な豊作等から穀物等価格は低下。2017年以降ほぼ横ばいで推移も、
2020年後半から南米の乾燥、中国の輸入需要の増加、2021年の北米の北部の高温乾燥等により上昇。2022年に入り、ウクライナ情
勢が緊迫化する中、さらに上昇し、小麦は史上最高値を更新。コメは、2013年以降低下も2020年ベトナムの輸出枠設定や2021年初
頭のコンテナ不足等で一時的に上昇。2021年２月半ばから海外需要低迷で低下。

○なお、穀物等価格は、新興国の畜産物消費の増加を背景とした堅調な需要やエネルギー向け需要により、2008年以前を上回る水準
で推移している。



資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(March 2022)、「PS&D」
（注）なお、「PS&D」 については、最新の公表データを使用している。

○ 世界の穀物消費量は、途上国の人口増、所得水準の向上等に伴い増加傾向で推移。2021/22年度は、2000/01年度に比
べ1.5倍の水準に増加。一方、生産量は、主に単収の伸びにより消費量の増加に対応している。

○ 2021/22年度の期末在庫率は、生産量が消費量を下回り、前年度より低下し、28.6％。直近の価格高騰年の2012/13年
度(21.0％)を上回る見込み。

□ 穀物（コメ、とうもろこし、小麦、大麦等）の需給の推移

資料２ 穀物の生産量、消費量、期末在庫率の推移
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資料３-１ 穀物等の期末在庫率の推移（穀物全体、大豆）

－ １０ －

資料：米国農務省「ＰＳ&Ｄ｣(March 9, 2022)
注： 1)穀物はとうもろこし、小麦、コメ等（大豆除く）。

2)世界の期末在庫率(％)＝期末在庫量／（消費量＋輸出量ー輸入量）×100 ※ただし大豆については、世界の期末在庫率(％)＝期末在庫量／消費量×100
3)中国の期末在庫率(％)＝中国の期末在庫量／(中国の消費量＋中国の輸出量) ×100
4)中国除く期末在庫率(％)＝中国除く期末在庫量／(中国除く消費量＋中国除く輸出量) ×100

○ 穀物全体の期末在庫率の推移 ○ 大豆の期末在庫率の推移
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資料３-２ 穀物等の期末在庫率の推移（小麦、とうもろこし）

－ １１ －

資料：米国農務省「ＰＳ&Ｄ｣(March 9, 2022)
注： 1)小麦は、小麦及び小麦粉(小麦換算)の計。

2)世界の期末在庫率(％)＝期末在庫量／（消費量＋輸出量ー輸入量）×100
3)中国の期末在庫率(％)＝中国の期末在庫量／(中国の消費量＋中国の輸出量) ×100
4)中国除く期末在庫率(％)＝中国除く期末在庫量／(中国除く消費量＋中国除く輸出量) ×100

○ 小麦の期末在庫率の推移 ○ とうもろこしの期末在庫率の推移
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※ なたねの国際価格についてはカナダウィニペグ菜種市場の先物価格（期近物）を、パーム油の国際価格についてはマレーシアパーム油市場の先物価格（期近物）を、コーヒーの国際価格
については国際コーヒー機関（ICO）の複合指標価格月次平均を用い、為替レートから円に換算して算出。

(千円/トン)

○なたね、パーム油について、需要の面では世界的な人口増加や中国等における所得水準の向上による食用油需要の拡大、
エネルギー向け需要の増加などが価格に影響を及ぼしている。

○供給面では、なたねについて、主産地であるカナダでの高温、乾燥の影響により、減産と品質の低下が見られる。パー
ム油については、新型コロナウイルスの感染拡大による労働力不足により、主産地であるマレーシアにおいて、収穫作
業が進まず、減産傾向となっているほか、インドネシアによるパーム油の輸出制限が価格に影響を及ぼしている。

○コーヒーについて、世界最大の生産国であるブラジルの天候不順や世界的な物流の混乱等供給不足への懸念が強まった
こと、需要面ではワクチン接種による経済活動の回復からコーヒー消費量が増加したことが価格に影響を及ぼしている。

(千円/トン)

資料４－１ 加工食品の主な輸入原材料（穀物等を除く）の国際価格の動向

－ 12 －
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○主要生産国の生産状況

○我が国の主な輸入先の状況（単位：千トン（2021年））
※米国農務省（Oilseeds: World Markets and Trade） ※米国農務省（Oilseeds: World Markets and Trade） ※国際コーヒー機関（ICO）統計資料

なたね 輸入量 割合

カナダ 2,124 90.7%

オーストラリア 218 9.3%

その他 0 0.0%

合計 2,342 100.0%

パーム油 輸入量 割合

マレーシア 418 65.4%

インドネシア 220 34.5%

その他 0 0.0%

合計 638 100.0%

コーヒー 輸入量 割合

ブラジル 146 35.7%

ベトナム 101 24.6%

コロンビア 48 11.7%

その他 115 28.0%

合計 399 100.0%※財務省「貿易統計」（HSコード：1205）

※財務省「貿易統計」（HSコード：0901.11-22）

※財務省「貿易統計」（HSコード：1511）

資料４－２ 加工食品の主な輸入原材料（穀物等を除く）の生産量及び輸入先

－ 13 －

カナダ, 19,485 , 27%

ＥＵ, 16,289 , 22%
中国, 14,049 , 19%

インド, 8,500 , 12%

その他, 14,838 , 20%

なたね生産量（2020/21）
（単位：千トン）

合計
73,161

インドネシア,43,500 , 60%

マレーシア, 17,854 ,24%

タイ, 2,970 , 4%

コロンビア, 1,522 , 2%

その他, 7,226 , 10%

パーム油生産量（2020/21）
（単位：千トン）

合計
73,072

ブラジル, 4,138 , 39%

ベトナム, 1,740 , 17%
コロンビア, 870 , 8%

インドネシア, 728 , 7%

その他, 3,042 , 29%

コーヒー生産量（2020）
（単位：千トン）

合計
10,518



2020年 2021年 2022年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月

なたね 35.0 34.9 35.2 37.1 37.6 39.2 41.2 42.5 45.0 49.5 54.4 61.5 70.0 71.4 83.6 77.0 77.8 77.9 76.2 84.5 92.4 88.8 89.4 91.2

前月比 92.6 99.7 100.9 105.4 101.4 104.2 105.1 103.0 106.1 110.0 109.9 113.0 113.9 101.9 117.1 92.2 101.1 100.0 97.8 111.0 109.3 96.2 100.6 102.0

前年同月
比 91.6 92.1 98.4 101.8 102.0 109.7 112.6 112.3 119.6 128.9 136.4 162.7 200.1 204.6 237.4 207.6 206.9 198.5 184.9 199.2 205.2 179.3 164.3 148.3

2020年 2021年 2022年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月

パーム油 55.9 57.1 52.1 60.0 65.4 70.1 75.8 75.5 88.8 91.8 93.1 102.9 112.9 108.2 124.2 97.4 110.8 120.3 120.1 140.1 143.4 128.2 144.2 162.2

前月比 78.2 102.1 91.1 115.3 109.0 107.2 108.1 99.6 117.6 103.4 101.4 110.6 109.7 95.9 114.8 78.4 113.8 108.5 99.9 116.6 102.3 89.4 112.5 112.4

前年同月
比 96.0 100.0 98.9 115.0 129.8 129.3 131.9 135.9 134.6 121.7 117.0 143.8 201.8 189.4 238.6 162.3 169.4 171.5 158.4 185.5 161.5 139.7 155.0 157.5

大臣官房新事業・食品産業部食品製造課調べ
注1 カナダウィニペグなたね定期相場の各月の月央値（期近物）から算出

大臣官房新事業・食品産業部食品製造課調べ
注1 マレーシアパーム油定期相場の各月の月央値（期近物）から算出

①なたね

②パーム油

単位（千円/トン）

単位（千円/トン）

資料４－３ 加工食品の主な輸入原材料（穀物等を除く）の国際価格の推移①

－ 14 －



2020年 2021年 202
2年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月

コーヒー 242.8 258.3 257.1 247.9 235.5 241.8 267.7 270.0 244.0 251.9 260.9 266.8 280.2 293.5 293.7 325.2 345.1 367.9 388.1 416.7 455.9 486.3 514.7 517.9

前月比 95.2 106.4 99.5 96.4 95.0 102.7 110.7 100.9 90.4 103.3 103.6 102.3 105.0 104.7 100.1 110.7 106.1 106.6 105.5 107.4 109.4 106.7 105.8 100.6

前年同月比 98.3 108.5 111.0 111.4 99.1 98.0 119.0 116.0 105.3 97.4 92.9 104.6 115.4 113.6 114.2 131.2 146.6 152.2 145.0 154.3 186.9 193.0 197.3 194.1

大臣官房新事業・食品産業部食品製造課調べ
注1 国際コーヒー機関（ICO）の複合指標価格月次平均から算出

2 ICO複合指標価格は、米国、ドイツ、フランスの3大市場の現物の成約価格を収集しICOの定める方法で4品種ごとの加重平均値を算出したもの。

③コーヒー 単位（千円/トン）

資料４－４ 加工食品の主な輸入原材料（穀物等を除く）の国際価格の推移②

－ 15 ー



消費者物価指数 (総務省)
(令和３年９月～令和４年２月)

【参考】
食品価格動向調査 (農林水産省)

(令和３年９月～令和４年３月)

○ 令和４年２月の国内の加工食品の消費者物価指数は99.0～128.4（前年同月比で－0.7％～29.8％）の範囲内。

－ 16 －

資料５ 食品小売価格の動向

H28 H29 H30
H31

(R元)
R２ R4

　上昇率
　（前年

　　同月比）

食パン 99.9 99.6 100.2 101.1 100.0 99.3 99.6 99.7 100.0 103.2 107.1 8.2%

即席めん 96.2 95.7 95.3 98.5 100.0 99.6 100.9 101.0 98.5 100.4 100.9 0.5%

豆腐 98.1 98.6 98.8 99.1 100.0 101.6 102.0 102.6 102.5 102.3 102.1 1.4%

食用油
（キャノーラ油）

106.3 102.7 101.5 100.9 100.0 113.9 118.1 120.5 121.6 124.6 128.4 29.8%

みそ 97.1 96.9 97.4 99.1 100.0 100.0 99.2 99.6 97.6 98.3 99.0 -0.7%

マヨネーズ 103.8 102.3 100.8 100.7 100.0 111.2 112.4 112.5 112.0 112.3 113.3 13.1%

チーズ 97.7 97.3 100.9 101.3 100.0 100.6 98.4 95.9 95.3 98.5 100.2 -0.1%

バター 99.0 99.3 99.5 99.9 100.0 99.9 99.9 99.8 99.9 99.7 99.9 -0.1%

生鮮食品を
除く食料

96.1 97.0 97.9 99.0 100.0 100.4 100.7 101.0 100.9 101.2 101.5 1.6%

9月 10月 11月 12月

注1：令和２年の平均値を100とした指数で表記。

平均平均平均平均平均品目

R３

1月 2月

H28 H29 H30
H31

（R元)
R２

上昇率
(前月比)

上昇率
(前年

　同月比)

食パン 99.0 97.6 97.9 101.3 100.0 98.8 98.6 98.2 98.4 102.1 105.3 104.6 -0.7% 4.9%

即席めん 92.8 92.6 92.4 97.9 100.0 99.0 99.0 99.0 97.8 98.4 98.4 99.0 0.6% -0.6%

豆腐 102.2 100.8 100.1 100.9 100.0 105.0 100.7 101.1 100.7 101.6 101.1 102.0 0.9% 3.0%

食用油
（ｷｬﾉｰﾗ油）

99.6 97.9 97.9 103.5 100.0 109.0 112.8 115.3 116.3 119.1 122.9 126.4 2.8% 30.4%

みそ 90.3 91.9 96.6 100.4 100.0 102.7 98.4 98.8 97.5 97.7 98.1 98.4 0.3% -1.0%

マヨネーズ 99.9 99.1 97.9 103.1 100.0 106.6 106.6 106.6 105.6 105.9 105.9 112.1 5.9% 13.6%

チーズ 95.5 95.2 98.6 100.9 100.0 103.0 98.6 93.6 92.1 98.6 98.6 98.6 0.0% -1.4%

バター 98.2 98.8 99.0 99.5 100.0 99.5 99.9 99.7 99.7 99.7 99.7 99.7 0.0% -0.5%

R4

12月 1月 2月 3月

注1：令和２年の平均値を100とした指数で表記。
注2：調査は原則、各都道府県10店舗で実施。平成30年９月までは週1回、同年10月以降は月１回実施。
注3：調査結果は調査期間中の平均値で算出。
注4：令和２年４～５月、令和３年１～３月、同５～９月については、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の対象都道府県においては
       調査を中止。そのためそれぞれ前月の値とは接続しない。

9月 10月 11月平均平均平均平均平均

R３

品目



資料６-１ 海外の畜産物の需給動向（ALIC提供）

『月報 畜産の情報』
◆牛肉
（米国）2021年牛肉輸出量、過去最高を更新

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002062.html

（豪州）肉牛取引価格、牛群再構築の進展により下落傾向
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002065.html

（アルゼンチン）2021年の牛肉輸出量、６年ぶりに減少に転じる
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002066.html

◆豚肉
（米国）2021年の輸出量は好調を維持、肥育豚価格は堅調の見込み
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002067.html

（ＥＵ）豚枝肉卸売価格は回復傾向で推移も、加盟国間で明暗が分かれる
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002068.html

◆鶏肉
（ブラジル）鶏肉生産量、国内外の堅調な需要を背景に３年連続で増加

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002069.html

（中国）2021年の生産量はわずかに増加、価格はおおむね横ばいで推移
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002070.html

○独立行政法人農畜産業振興機構（ALIC）は毎月25日に海外の畜産物の需給動向を公表
（月報 畜産の情報）

○2022年４月号（３月25日に公表）の各品目の主な動きは以下の通り

－ 17 －



資料６-２ 海外の畜産物の需給動向（ALIC提供）

◆牛乳・乳製品
（ＥＵ）2021年の生乳出荷量は、生乳クオータ制度廃止以降で初の前年割れ

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002071.html

（豪州）生乳生産量は引き続き減少、生乳確保のため乳価は上昇
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002072.html

（ＮＺ）乳製品輸出量は減少も、世界的需要の高まりから輸出額は増加
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002073.html

◆飼料穀物
（世界）ブラジルなどで単収減も、世界のトウモロコシ生産量は引き続き史上最高の見通し

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002076.html

（世界）南米での大豆減産見通しで、輸出と期末在庫はともに減少
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002077.html

（米国）米国は、需要量と供給量の据え置きでトウモロコシの期末在庫は変わらず
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002078.html

（中国）トウモロコシおよび大豆の価格動向
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_002079.html

－ 18 －
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資料：FAO「Food Price Index」（2022.3）より作成
注：穀物はとうもろこし、小麦、コメ等、植物油は大豆油、菜種油、ひまわり油、パーム油等
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１ 小麦                                  

 (1)国際的な小麦需給の概要（詳細は右表を参照）                ◎世界の小麦需給                (単位：百万トン) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜米国農務省（USDA）の見通し＞     2021/22 年度  

生産量    前年度比   前月比  

・ロシア等で下方修正も、豪州等で上方修正され、前月から上方修正された。 

史上最高の見込み。 

消費量    前年度比   前月比  

・ウクライナ等で上方修正も、インド等で下方修正され、前月から下方修正され

た。史上最高の見込み。 

輸出量    前年度比   前月比  

・豪州、インド等で上方修正も、ウクライナ、ロシア等で下方修正され、前月か

ら下方修正された。史上最高の見込み。 

期末在庫量  前年度比   前月比  

資料:USDA｢PS&D｣(2022.3.9)をもとに農林水産省で作成 
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生産量

消費量

(年度)

期末在庫量

期末在庫率
（右目盛）

(百万トン)

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

 生　産　量 762.4 776.0 778.5 2.1 0.3 

 消　費　量 746.8 782.6 787.3 ▲ 0.8 0.6 

   うち飼料用 139.7 157.7 162.1 1.4 2.8 

 輸　出　量 193.9 202.6 203.1 ▲ 3.6 0.2 

 輸　入　量 188.4 194.8 201.3 ▲ 3.5 3.3 

 期末在庫量 296.8 290.3 281.5 3.3 ▲ 3.0 

 期末在庫率 39.7% 37.1% 35.8% 0.5 ▲ 1.3 

資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」 (9 March 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

EU, 17.9 中国, 17.6 インド, 14.1

ロシア, 9.7

米国, 5.8

豪州, 4.7 その他, 30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

EU, 18.5 ロシア, 15.8

豪州, 13.5

米国, 10.7

ウクライナ, 9.8

カナダ, 7.6 その他, 24.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〇 2021/22年度の世界の小麦の輸出量(203.1百万トン)

〇 2021/22年度の世界の小麦の生産量(778.5百万トン)(単位：％)

〇 2021/22年度の世界の小麦の輸入量(201.3百万トン)

エジプト, 6.2

インドネシア, 5.5

トルコ, 5.0

中国, 4.7

アルジェリア. 3.7

その他, 74.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）国別の小麦の需給動向 

 ＜ 米国 ＞ 2021/22 年度の輸出量は過去６年で最低 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はなく、44.8 

百万トン(冬小麦：34.8 百万トン(対前年度比 9.0％増)、春小麦：9.0 百万トン(同 43.6％減)、デ

ュラム小麦：1.0 百万トン(同 46.1％減))の見込み。 

｢Wheat Outlook｣(2022.3.11)によれば、2022/23 年度の冬小麦の生育状況は、３月１日現在、干

ばつ状態が２月より悪化した。ハード・レッド・ウインター(HRW)の主要生産地であるカンザス州

西部、コロラド州、オクラホマ州等を含め、冬小麦生産地の 73％が干ばつ状態となっている。こ

の干ばつによる休眠期への影響により、3 月 6 日現在の作柄評価(良からやや良の割合)は、カンザ

ス州 24％(2021 年 11 月 28 日時点 62％)、オクラホマ州 15％(同 48％)、テキサス州 7％(同 20％)

と悪化している。冬小麦生産にはこれからの春の天候がより大きな影響を与えると考えられるた

め、現在の冬の天候だけでは生産量の見通しを確実に判断できないとしている。一方、春小麦の生

産地の干ばつ状態は、前月の 55％から 41％に改善し、主要生産地のノースダコタ州の大部分とミ

ネソタ州の東部では干ばつ状態が解消した。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、ロシア、ウクライナ紛争による両国からの輸出懸念から、

ロシア、ウクライナ産と競合する HRW とソフト・レッド・ウインター(SRW)の価格上昇が著しく、

価格は前年を 80％以上上回る水準となり、通常では米国産の中で一番高価格なハード・レッド・

スプリング(HRS)を越えている。また、2021/22 年度の輸出量は、輸出の伸び悩みや他の輸出国に

比べ高い価格から、前月予測から 0.3 百万トン下方修正され、前年度に比べ 19.3％減少の 21.8 百

万トンと過去 6 年間で最低の水準となっている。その中で、最近の価格上昇により最も輸出に影響

を受けたのは HRW 及び SRW で、それぞれの輸出量は、前月に比べ 0.1 百万トン下方修正され、

8.7 百万トン、3.1 百万トンとなった。なお、2022 年の輸出先国別の輸出検証高（1 月 6 日～3 月

3 日）は 3.6 百万トンであり、内訳はメキシコ（63 万トン）、日本（53 万トン）、フィリピン（44

万トン）の順である。2021/22 年度の期末在庫量は、前月予測より 0.1 百万トン上方修正され 17.8

百万トンとなるものの、2013/14 年度以降最小の見込み。 
 

 

 小麦－米国（冬小麦が全体の 7 割、春小麦は 3 割） 

資料：USDA｢Wheat outlook:March 2022｣(2022.3.11) 

図 米国産冬小麦産地と干ばつ状況(３月１日時点) 

緑色：冬小麦生産地域 
赤色：干ばつの地域 

（百万トン） 

図 米国産小麦輸出量の推移(2016/17 から 2021/22) 
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資料：USDA｢PS&D｣(2022.3.9)をもとに農林水産省で作成 

(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 52.6 49.8 44.8 - ▲ 10.0 
消　費　量 30.4 30.5 30.8 - 1.2 

  うち飼料用 2.6 2.6 3.0 - 15.4 
輸　出　量 26.4 27.0 21.8 ▲ 0.3 ▲ 19.3 
輸　入　量 2.8 2.7 2.6 ▲ 0.1 ▲ 5.1 
期末在庫量 28.0 23.0 17.8 0.1 ▲ 22.7 
期末在庫率 49.3% 40.0% 33.8% 0.4 ▲ 6.2 

（参考）

収穫面積(百万ha) 15.13 14.89 15.04 - 1.0 
単収(t/ha) 3.47 3.34 2.98 - ▲ 10.8 

           「World Agricultural Production」(9 March 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」 
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＜ カナダ ＞ 2021/22 年度期末在庫は減産により過去最低の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はなく 21.7 百万

トンとカナダ西部の干ばつの影響を受け前年度に比べ 38.5％減少し、2008/09 年度以降最低水準。 

カナダ農務農産食品省(AAFC)｢Outlook For Principal Field Crops」(2022.3.18)によれば、生産量

は前月予測からの変更はなく、21.7 百万トンの見込み。そのうち、デュラム小麦は前年度から 60％減

の 2.7 百万トン、普通小麦は前年度から 34％減の 19.0 百万トンの見込み。 

また、AAFC によれば、2022/23 年度の播種面積は、前年度(9.49 百万ヘクタール)から 10.4％増の

10.05 百万ヘクタール。生産量は前年度(21.7 百万トン)から 43.9％増の 31.2 百万トンの見込み。その

うち、デュラム小麦は高水準な価格や、堅調な世界の需要等から播種面積は前年度から９％増の 2.45

百万ヘクタール。干ばつで減少した単収が回復すると生産量は前年度(2.7 百万トン)の約２倍の 5.5 百

万トンと過去５年平均並となる見込み。 

また、普通小麦も高水準な価格や、在庫量の逼迫から、播種面積は前年度から５％増加し 7.60 百万

ヘクタールの見込み。なお、普通小麦のうち、春小麦の播種面積は前年度から６％増加し 7.05 百万ヘ

クタール、冬小麦は前年度から１％増加し 0.55 百万ヘクタールの見込み。また、単収が 3.44 トン/ヘ

クタールと干ばつ被害を受けた 2021/22 年度から回復する見通しで、生産量は前年度から 35.0％増加

し 25.6 百万トンと過去５年平均を上回る見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、前月予測から 0.3 百万トン上方修

正され 15.5 百万トンとなったが、2005/06 年度以降最低の見込み。 

カナダ穀物委員会(Canadian Grain Commission)によれば、2022 年１月の輸出量は普通小麦が 0.9

百万トン、デュラム小麦は 0.1 百万トンの計 1.1 百万トンで、輸出先国は、普通小麦は日本(22.8%)、

中国（18.0%)、インドネシア(11.8%)、デュラム小麦は米国(36.0%)、モロッコ(20.6% )、ナイジェリア

(18.8%)の順。 

USDA によれば、期末在庫量は 2.9 百万トンと対前年度比 48.3％減、1960 年以降で最低の見込み。

2021/22 年度の生産量の大幅な減少が要因となっている。 

 

 

小麦－カナダ（春小麦を主に栽培） 

図 カナダ産小麦の生産量、輸出量、期末在庫量の推移 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

2005/06 2010/11 2015/16 2020/21

期末在庫量

輸出量

生産量

(百万トン）

資料:USDA｢PS&D｣(2022.3.9)をもとに農林水産省で作成

国名
輸出量

(万トン)
輸出量シェア

(%)
国名

輸出量
(万トン)

輸出量シェア
(%)

1 日本 21.3 22.8 米国 4.7 36.0

2 中国 16.8 18.0 モロッコ 2.7 20.6

3 インドネシア 11.0 11.8 ナイジェリア 2.5 18.8

4 ナイジェリア 8.0 8.6 アルジェリア 1.7 13.0

5 韓国 5.7 6.1 日本 1.5 11.7

6 その他 30.7 32.8 その他 0.0 0.0

計 93.5 100.0 計 13.2 100.0
注1:Canadian Grain Commissionが認可したエレベーターから輸出された小麦(Licenced)のみのデータ。

注2普通小麦の:品種はNO.1-3Canada Weatern Red Spring,No.2 Canada Prairie Spring,No.1Canada Western Red 

winter,No.2 Canada Eastern,Other,デュラムはCanadaWestern Amber Durum Others

資料:Canadian Grain Commission「Export of Canadian Grain and Wheat Flour」（2022年2月28日）をもとに作成。

〈普通小麦〉 〈デュラム小麦〉
表　カナダ産普通小麦及びデュラム小麦の輸出先国(2022年1月)

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 32.7 35.2 21.7 (21.7) - ▲ 38.5 
消　費　量 9.8 9.1 9.5 (8.2) ▲ 0.1 4.3 

  うち飼料用 4.6 4.2 4.5 (4.1) - 8.2 
輸　出　量 24.1 26.4 15.5 (15.6) 0.3 ▲ 41.4 
輸　入　量 0.7 0.6 0.6 (0.2) - 9.1 
期末在庫量 5.5 5.7 2.9 (3.8) ▲ 0.2 ▲ 48.3 
期末在庫率 16.2% 16.0% 11.8% (16.0%) ▲ 0.9 ▲ 4.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 9.66 10.02 9.25 (9.25) - ▲ 7.7 
単収(t/ha) 3.38 3.51 2.34 (2.34) - ▲ 33.3 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(9 March 2022)
  　　AAFC 「Outlook For Principal Field Crops｣(18 March 2022)

年　度
予測値､（　）はAAFC

2020/21
(見込み)

2019/20
2021/22
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＜ 豪州 ＞ 2021/22 年度の生産量、輸出量は史上最高の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、以下の豪州農業資源経済科学局

(ABARES)の発表を受けて、前月予測から 2.3 百万トン上方修正され、史上最高の 36.3 百万ト

ンの見込み。 

ABARES｢Australian Crop Report｣(2022.3.1)によれば、2021/22 年度の生産量は２年連続し

て過去最高を更新し、36.3 百万トンの見込み。主要生産州別の生産量は、ニューサウスウェール

ズ（NSW）州では、生産量は前年度より３％減少するものの、過去５年平均の約２倍の 12.8 百

万トンの見込み。西オーストラリア(WA)州は、前年度より 35％増の 12.8 百万トンと史上最高の

見込み。なお、NSW 州では、11 月に豪雨による洪水、収穫の遅延によりタンパク含有量が低下

したため、飼料用小麦が増加すると見られている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、史上最高の生産量や、豪州産の３月 7 日時点の平均輸出

価格(FOB)が 395 ドル/トンと他の主要輸出国に比べ価格競争力があることから、2021/22 年度の

輸出量は、前月予測から 2.0 百万トン上方修正され、27.5 百万トンと、史上最高となる見込み。 

USDA「Grain: World Markets and Trade」（2022.3.9)によれば、2021 年 7 月から 2022 年 1

月までの輸出量は、13.2 百万トンとなり、2020 年 12 月以降はひと月あたり 2.7 百万トンを超え

る過去最高水準となっている。過去数年の間に南オーストラリア州(SA 州)で小規模港がいくつか

開港し、また WA 州で輸出能力が向上したため、ここ４カ月の輸出ペースの加速が可能となった。 

このような輸出状況から、豪州での輸出スロットの予約は数ヶ月前からすべて埋まっており、

新穀の買い付けも進んでいる。 

豪州統計局によれば、１月の輸出量は、前月(2.2 百万トン)に比べ 2.8 百万トンと増加した。同月

の輸出先国は、中国(25%)、インドネシア(17 %)、フィリピン(13%)の順である。また、ベトナムは

豪州産の飼料用小麦の輸入を増加するとみられている。なお、これまで豪州の輸出業者はアジア市

場に重点を置いてきたが、豪州では 2 年続きの豊作で輸出余力が十分にあるため、今年はアフリカ

向け等への輸出も意欲的に検討している。 

 

図 豪州の月別小麦輸出量 

資料：USDA「Grain:World Markets and Trade」(2022.3.9)  

小麦－豪州  (冬小麦を主に栽培) 

 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 14.5 33.3 36.3 (35.5) 2.3 9.0 
消　費　量 8.0 8.0 9.0 (9.5) 0.5 12.5 

  うち飼料用 4.5 4.5 5.5 (5.7) 0.5 22.2 
輸　出　量 9.1 23.9 27.5 (24.0) 2.0 15.3 
輸　入　量 0.9 0.2 0.2 (0.3) - - 
期末在庫量 2.7 4.3 4.3 (6.6) ▲ 0.2 - 
期末在庫率 15.6% 13.6% 11.9% (19.7%) ▲ 1.5 ▲ 1.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 9.86 12.90 13.00 (7.4) ▲ 0.10 0.8 
単収(t/ha) 1.47 2.58 2.79 (4.46) 0.19 8.1 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(9 March 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(17 February 2022)

予測値､（　）はIGC
年　度 2019/20

2020/21
(見込み)

2021/22

（百万トン） 

表　豪州の小麦輸出先国別輸出量          　（万トン）

国名　 輸出量 シェア(%) 国名　 累積輸出量 シェア(%)

中国 68.7 24.9 インドネシア 539.3 19.1

インドネシア 46.1 16.7 中国 362.3 12.8

フィリピン 34.5 12.5 ベトナム 323.8 11.5

ベトナム 22.2 8.0 フィリピン 233.0 8.2

イエメン 18.7 6.8 マレーシア 127.9 4.5

その他 85.8 31.1 その他 1240.4 43.9

合計 276.1 100.0 合計 2,826.5 100.0

資料：豪州統計局のデータをもとに農林水産省で加工

2022年1月 2021年1月～2022年1月
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 ＜ ＥＵ２７＋英国 ＞ 2022/23 年度の冬小麦はフランス等では休眠期を終了 

【生育・生産状況】EU 委員会｢EU Cereals Production Area and Yield｣(2022.2.24)によれば、

2021/22 年度の EU27 ヶ国の生産量は、前月予測から 0.7 百万トン下方修正され、138.6 百万トン。 

このうち、普通小麦は前月に比べ 0.7 百万トン下方修正され、130.8 百万トンとなったが、前年度

を 9.7％上回る見込み。国別にはリトアニア等で下方修正された。一方、デュラム小麦は、前月に比

べわずかに上方修正され 7.8 百万トンとなり、前年度を 5.1％上回る見込み。国別には、フランス、

イタリア等で上方修正された。また、英国環境・食料・農村地域省(DEFRA)「Farming Statistics – 

final crop areas, yields, livestock populations and agricultural workforce at 1 June 2021」

(2021.12.16)によれば、英国の 2021/22 年度の生産量は、14.0 百万トンの見込み。 

この結果、EU27 ヶ国と英国の合計生産量は 152.6 百万トンとなる見込み。 

２月後半、イベリア半島を除く欧州の広い地域で継続的な降雨があり、圃場における土壌水分量は

上昇した。気温は平年よりも高い状態で推移したため、フランス等において小麦の休眠期が終了し

た。イベリア半島では十分な量の降雨がなく乾燥の懸念があった。 

３月に入り、イベリア半島を除く欧州の広い地域では乾燥した気候となり、気温は平年よりも低い

状態となっている。ポーランド以東の欧州北東部の小麦は未だ休眠期の状態である。一方、イベリア

半島は降雨があり、南部の一部の地域を除いて乾燥の懸念は解消されている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の EU と英国の消費量の計は前月予測から変

更なく 123.0 百万トンの見込み。輸出量は、前月予測からわずかに上方修正され、38.2 百万トンの

見込み。 

３月７日現在の EU の輸出価格（FOB）は、ロシアのウクライナ侵攻を受け、中東地域と北アフ

リカ地域からの強い需要への期待を反映し、前月から 150 ドル/トン上昇し 460 ドル/トンとなっ

た。（右図） 

USDA によれば、2021/22 年度の EU27 ヶ国の期末在庫量は 1999/00 年度以降最低の 9.6 百万ト

ンの見込み。 
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図 EU27ヶ国の小麦生産量の推移（普通小麦、デュラム小麦）

資料：欧州委員会｢EU Cereals Production,Area.and Yeild(2022.2.24)をもとに農林水産省で作成

小麦－ＥＵ27＋英国 (冬小麦を主に栽培)  

図 小麦主要輸出国の輸出価格(FOB)の推移 

  ロシアのウクライナ侵攻を受け高騰 

資料:USDA｢Grain World Markets and Trade(2022.3.9)  

アルゼンチン 豪州 カナダ 

EU ロシア 米国 

(年度) 

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 154.4 136.6 153.0 (152.0) 0.1 12.0 
消　費　量 122.5 118.2 123.0 (121.0) - 4.0 

  うち飼料用 53.2 48.5 52.9 (48.8) - 9.1 
輸　出　量 41.4 30.2 38.2 (35.3) 0.0 26.5 
輸　入　量 7.3 8.6 7.1 (7.2) ▲ 0.4 ▲ 17.4 
期末在庫量 15.6 12.4 11.3 (14.0) ▲ 0.3 ▲ 8.5 
期末在庫率 9.5% 8.3% 7.0% (9.0%) ▲ 0.1 ▲ 1.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 26.16 24.36 25.93 (47.64) - 6.4 
単収(t/ha) 5.90 5.61 5.90 (3.19) - 5.2 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(9 March 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(17 February 2022)
        表内及び（）内のデータはEU27ヶ国+英国のデータ

年　度 2019/20
2021/22

予測値､（　）はIGC

2020/21
(見込み)
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＜ 中国 ＞ 2021/22 年度の輸入量は前年度に比べ 10.5％減少する見込み 

【生育・生産状況】中国糧油情報センター(2022.3.4)によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測

から変更なく 136.9 百万トンで、史上最高の見込み。作期別には、冬小麦は 129.2 百万トン、春小麦

は 7.8 百万トン。 

中国中央気象台(2022.3.8)によれば、2022/23年度の冬小麦は、多くの地域で越冬期を終えて、活

着期から節間伸長期を迎えている。２月の生育状況は、北部産地では気温が全体的に平年並みで、日

照も正常であった。南部産地は日照と気温がやや不足したが、土壌水分量は良好で、気象条件は概ね

生育に有利であった。 

なお、中国農業農村部のホームページによれば、２月24～25日に、唐仁健農業農村部長が、作付け遅

れにより苗の生育状況が史上最悪とされる河北省の冬小麦の現地指導に入ったことが公表されている。ほ

かにも、河南・山東・陝西・山西の各省で作付けの遅れがあり、回復に努力しているとされている。 

中国農業農村部は、食料安全保障の観点から、食糧生産量を 6.5 億トン以上に安定させる目標を定

めた。そのうち、小麦については 2025 年までに単収を引き上げることにより、生産量を 1.4 億トン

以上にするととしている。 

【貿易情報・その他】中国糧油情報センターによれば、2021/22 年度の輸入量は前月予測からの変更

はなく 8.0 百万トンで、前年度に比べ 23.3％減少する見込み。 

中国海関統計によれば、2021 年１月から 12 月の小麦輸入量は、前年(8.2 百万トン)を 19.2％上回

る 9.7 百万トン。同期間の輸入量は７月から 10 月にかけ減少傾向であったが、11 月以降に増加に転

じた。2021 年の輸入先国は、豪州（28.1％）、米国(28.1%)、カナダ(26.1%)の順で、この３ヵ国で全

体の 82.3％を占めている。また、10 月よりフランス産の輸入が再開されている。なお、本年２月４

日には、ロシア産小麦の輸入に関する植物検疫上の地域限定について、その撤廃に合意した 。 

農業農村部「農産品供需形勢分析月報2022年１月号」によれば、１月は主要産地における政府備

蓄小麦の競売が再開されたが、成約率・成約価格は高かった。その一方、一部販売業者は春節前の販売

用在庫確保と、新型コロナウイルスなどの影響を受け、一部の業者が販売に消極的なため、国内小

麦価格はやや上昇した。 
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図 中国の小麦輸入先国(上位4ヶ国)の推移(2021年１月～同年12月)

各国の計

表　中国の小麦輸入先国(2021年12月、2021年１月～2021年12月、2020年１月～2020年12月）

国　名
輸出量

(万トン)

輸出シェア

(%)
国　名

輸出量

(万トン)

輸出シェア

(%)
国　名

輸出量

(万トン)

輸出シェア

(%)

豪州 53.6 57.4 豪州 273.4 28.1 フランス 238.3 29.2

フランス 38.2 40.9 米国 272.6 28.1 カナダ 229.7 28.2

米国 0.7 0.7 カナダ 254.0 26.1 米国 178.4 21.9

カナダ 0.4 0.4 フランス 141.6 14.6 豪州 109.0 13.4

カザフスタン 0.4 0.4 カザフスタン 18.7 1.9 リトアニア 33.3 4.1

その他 0.2 0.2 その他 6.6 0.7 その他 26.4 3.2

計 93.3 100.0 計 971.8 100 計 815.2 100.0

出典：中国海関統計をもとに農林水産省で作成

2020年１月～2020年12月2021年12月 2021年１月～2021年12月

 

小麦－中国（冬小麦を主に栽培） 

資料：海関統計を農林水産省で加工 

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 133.6 134.3 137.0 (137.1) - 2.0 
消　費　量 126.0 150.0 147.5 (143.0) - ▲ 1.7 

  うち飼料用 19.0 40.0 35.0 (29.4) - ▲ 12.5 
輸　出　量 1.1 0.8 0.9 (1.3) - 18.4 
輸　入　量 5.4 10.6 9.5 (10.1) - ▲ 10.5 
期末在庫量 150.0 144.1 142.2 (131.3) - ▲ 1.4 
期末在庫率 118.1% 95.6% 95.8% (91.0%) - 0.2 

（参考）

収穫面積(百万ha) 23.73 23.38 23.57 (13.0) - 0.8 
単収(t/ha) 5.63 5.74 5.81 (2.73) - 1.2 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(9 March 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み) 予測値､（　）はIGC

2021/22
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＜ ロシア ＞ ウクライナ侵攻に係る経済制裁等の影響で輸出量 300 万トン下方修正 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量(クリミア地域分を含まず)が、主に冬

小麦で前月予測から 0.4 百万トン下方修正され、75.2 百万トンと前年度に比べ 11.9％減の見込み。 

ロシア農業省の速報値によれば、2022/23 年度の冬穀物の播種面積は、12 月 17 日時点で 18.4 

百万ヘクタール(前年度比 4.4％減)。ロシア気象センターによれば、冬小麦は越冬期に入っていた

が、２月は気温が平年より高くなり、南部連邦管区等では雪解けで生長が再開した圃場もあった。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、ウクライナ侵攻に係る経済制裁

と黒海経由の輸出制約の影響で前月予測から 3.0 百万トン下方修正され、前年度より 18.2％減の

32.0 百万トンの見込み。。 

なお、可変輸出関税額は、前年 8 月末から上昇を続け、12 月中旬以降 90 ドル/トンを超えた。

その後９週連続して下落し、３月中旬時点で 80 ドル／トン台を推移している。輸出量は、前年 8

月から 9 月にかけて 5.0 百万トン台まで増加したものの、輸出税の上昇に伴い、10 月には 2.0 百

万トン台に減少した。その後、11 月に輸出量は再び増加し 3.2 百万トン、12 月は 3.0 百万トンと

なった。 

ロシア政府は 1 月 31 日以降、輸出関税を３段階の累進式に変更した。(計算例は右) 

その後、2022 年２月 15 日から６月 30 日までの小麦の輸出枠を 800 万トンとし、とうもろこ

し、ライ麦、大麦の輸出枠計 300 万トンとあわせて、2 月 8 日には 206 業者に配分した。可変輸

出関税については枠内に適用し、ユーラシア経済同盟加盟国向け輸出は対象外となった。（非加盟

国向けの枠内輸出は可能） 

また、2 月 4 日、植物検疫上、いままでアルタイ地域など 7 地域産に限定されていたロシア産

小麦・大麦の中国向け輸出について、地域限定の解除に合意した。 

ロシアがウクライナに侵攻した 2 月 24 日以降、3 月 14 日には、ユーラシア経済同盟加盟国向

けの輸出と、非加盟国向けの輸出枠外の輸出を禁止した。 

なお、ウクライナ侵攻に関する制裁措置により、ロシアの主要金融機関が SWIFT(銀行間の国

際取引システム)から排除されたことにより、穀物の輸出について今後影響があるとみられる。 

 

小麦－ロシア(主産地の欧州部で冬小麦､シベリアで春小麦を栽培） 

資料：ロシア農業省の公表資料をもとに農林水産省で作成 資料：ロシア税関統計をもとに農林水産

新方式の穀物輸出関税額の具体例

例1　小麦の指標価格が390㌦の場合

　第1段階分が122.5㌦ (375－200)*0.7=122.5

  第2段階分が12㌦    (390-375)*0.8=12

　の合計で輸出関税額は134.5㌦／㌧となる。

　(現行の算定方式なら133㌦)。

例２　小麦の指標価格が420㌦の場合

　第1段階分が122.5㌦
　第2段階分が20㌦
　第3段階分が18㌦(420-400)*0.9=18

  の合計で、輸出関税額は160.5㌦／㌧となる

　(現行の算定方式なら154㌦)。

※指標価格：ロシア連邦農業省が毎週金曜日に前週の FOB(ノボロシ

スク港)価格の平均値として算出し、輸出関税額とともに公表 

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 73.6 85.4 75.2 (75.0) ▲ 0.4 ▲ 11.9 
消　費　量 40.0 42.5 41.8 (42.4) - ▲ 1.8 

  うち飼料用 17.0 19.0 18.5 (18.0) - ▲ 2.6 
輸　出　量 34.5 39.1 32.0 (33.5) ▲ 3.0 ▲ 18.2 

輸　入　量 0.3 0.4 0.3 (0.2) ▲ 0.2 ▲ 25.0 

期末在庫量 7.2 11.4 13.1 (12.2) 2.5 15.0 
期末在庫率 9.7% 13.9% 17.7% (16.1%) 3.9 3.8 

（参考）

収穫面積(百万ha) 27.31 28.68 27.63 (28.0) 0.03 ▲ 3.7 
単収(t/ha) 2.70 2.98 2.72 (2.68) ▲ 0.02 ▲ 8.7 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(9 March 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度 2019/20
2021/222020/21

(見込み) 予測値､（　）はIGC
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120
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(ドル/トン)

図 小麦の可変輸出関税の推移 
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＜ウクライナ＞史上最高の豊作もロシアの侵攻により輸出量400万トン下方修正 

【生育・生産状況】USDAによれば、2021/22年度の生産量は、前月予測からの変更はな

く、大幅な減産となった前年度より29.8％増の史上最高の33.0百万トンの見込み。 

ウクライナは冬小麦が主に栽培されている。2 月単月では平均気温が 0℃を上回り、ま

た、12～2 月の平均気温も直近 5 年間で最も高かった。気温の高い日中に少しずつ生長を

続けた結果、越冬を終える頃には分げつが始まるまでになっていた圃場もあった。 

降水量は非常に低水準だった 2019 年に次いで少なかったが、ある程度の土壌水分量は

保たれていた。1 月 25 日時点の調査では、冬小麦の越冬中の枯死率は 2～3%に留まると

みられていた。 

 なお、3月のFAOの予測によれば、ロシアの侵攻に伴い、2022/23年度の小麦などの冬作

物については、20％の農地で収穫が出来ず、収穫がされた農産物についても、肥料不足や

収穫遅れなどから単収が10％低下するといった影響を受けるとみられている。  

【貿易状況・その他】USDAによれば、2021/22年度の輸出量は、国外への主要な輸送回

廊である黒海の港湾がロシアの侵攻により２月最終週に閉鎖されたことから輸出が中断

したため、前月予測から4.0百万トン下方修正されたものの、前年度より18.7％増の20.0

百万トンの見込み。  

ちなみに、USDAは、ウクライナ産とロシア産の輸出量の下方修正について、豪州産

とインド産の輸出量の引き上げで部分的にカバーされると予測している。なお、インド

はこれまで中東諸国やバングラデシュ等の近隣諸国向けが多かったが、アフリカ諸国等

にも輸出すると見られる。 

一方、世界第１位の小麦輸入国であるエジプトは、ロシア、ルーマニア、ウクライナ

から多くの小麦を輸入してきたが、ロシアのウクライナ侵攻による小麦の国際価格の上

昇から、輸入小麦の水分含有量の限度を13％から13.5％に引き上げる等の緩和措置等を

行うとともに、米国、カザフスタン、他のEU諸国に輸入先国を広げ、輸入の多様化を図

ると見られる。  

小麦－ウクライナ （主に冬小麦を栽培） 
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 29.2 25.4 33.0 (33.0) - 29.8 
消　費　量 8.3 8.7 9.6 (8.6) 1.0 10.3 

  うち飼料用 2.2 2.6 3.5 (2.4) 1.0 34.6 
輸　出　量 21.0 16.9 20.0 (24.5) ▲ 4.0 18.7 

輸　入　量 0.1 0.1 0.1 (0.1) - ▲ 23.1 

期末在庫量 1.5 1.5 5.0 (1.5) 3.0 231.8 
期末在庫率 5.1% 5.9% 16.9% (4.5%) 10.8 11.0 

（参考）

収穫面積(百万ha) 7.02 6.85 7.40 (7.40) - 8.0 
単収(t/ha) 4.16 3.71 4.46 (4.46) - 20.2 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「World Agricultural Production」(9 March 2022)
      IGC  「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

予測値､（　）はIGC
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出典：米国農務省「PS&D](2022.3)より加工 
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２ とうもろこし 

（１）国際的なとうもろこし需給の概要（詳細は右表を参照） 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

〇 2021/22 年度 世界のとうもろこしの輸入量(185.6 百万トン)  

〇 2021/22年度 世界のとうもろこしの生産量(1,206.1百万トン)(単位：％)  

〇 2021/22 年度 世界のとうもろこしの輸出量(199.9 百万トン)  

＜米国農務省（USDA）の見通し＞  2021/22 年度  

生産量    前年度比    前月比  

・アルゼンチン、南アフリカ等で下方修正も、インド、ロシア等で上方修正さ

れ、前月から上方修正された。史上最高の見込み。 

消費量    前年度比    前月比  

・エジプト等で下方修正も、ウクライナ、インド、米国等で上方修正され、前

月から上方修正された。史上最高の見込み。 

輸出量    前年度比   前月比  

・米国、インド等で上方修正も、ウクライナで下方修正され、前月から下方修

正された。史上最高の見込み。 

期末在庫量  前年度比    前月比  

資料：USDA「PS&D」(2022.3.9)をもとに農林水産省にて作成 

◎世界のとうもろこし需給
(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 1,119.6 1,123.3 1,206.1 0.8 7.4
消　費　量 1,135.6 1,138.2 1,196.6 1.4 5.1
　うち飼料用 715.6 721.6 753.5 1.6 4.4
輸　出　量 172.3 181.8 199.9 ▲ 3.8 10.0
輸　入　量 167.7 185.7 185.6 ▲ 2.5 ▲ 0.0
期末在庫量 306.3 291.5 301.0 ▲ 1.3 3.3
期末在庫率 27.0% 25.6% 25.2% ▲ 0.1 ▲ 0.5

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(9 March 2022)

2020/21
(見込み)

2021/22
年　度 2019/20
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（２）国別のとうもろこしの需給動向 

＜ 米国 ＞ 生産量史上第２位、エタノール用需要増、輸出減の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はな

く、史上最高の単収となったことから前年度より 7.1％増の 383.9 百万トンと 2016/17 年度

に次ぐ史上第２位の見込み。前年 11 月末時点で、収穫は例年より早いペースでほぼ終了。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、エタノール用需要が１～２月の旺

盛なエタノール生産データを反映し前月予測から 0.6 百万トン上方修正され、前年度より

3.0％増の 315.9 百万トンで史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、ウクライナの輸出量の大

幅な下方修正（6.0 百万トン）の一部を代替するとの期待から前月予測から 1.9 百万トン上

方修正され、史上最高の輸出量となった前年度より 9.2％減の 63.5 百万トンの見込み。 

 USDA によれば、2022 年輸出検証高(2022 年 1 月６日～３月３日)は、11.5

百万トンであり、内訳は中国（3.3 百万トン）、メキシコ（2.9 百万トン）、日本

（2.5 百万トン）、コロンビア（1.0 百万トン）の順である。 

USDA によれば、2021/22 年度の期末在庫量は、消費量及び輸出量の上方修

正に伴い、前月予測から 2.5百万トン下方修正されたものの、前年度より 16.6％

増の 36.6 百万トンの見込み。なお、期末在庫率は 9.6％で依然として低水準の

見込み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

とうもろこし－米国 

図：米国、ブラジル、アルゼンチンのとうもろこし輸出価格（FOB）の推移 

(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 346.0 358.5 383.9 - 7.1 
消　費　量 309.6 306.5 315.9 0.6 3.0 

  うち飼料用 149.9 142.2 143.5 - 0.9 
  　ｴﾀﾉｰﾙ用等 123.4 127.8 135.9 0.6 6.3 
輸　出　量 45.1 69.9 63.5 1.9 ▲ 9.2 
輸　入　量 1.1 0.6 0.6 - 3.2 
期末在庫量 48.8 31.4 36.6 ▲ 2.5 16.6 
期末在庫率 13.7% 8.3% 9.6% ▲ 0.7 1.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 32.92 33.31 34.56 - 3.8 
単収(t/ha) 10.51 10.76 11.11 - 3.3 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」(9 March 2022）

2019/20年　度
2020/21
(見込み)

2021/22
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資料：IGCのデータをもとに農林水産省にて作成

南米の乾燥による生産懸念、

好調な中国向け輸出、大豆価

格上昇のつれ高等から上昇

さらに米国の低温・乾

燥による作付け・生育

影響懸念等で急上昇

南米の収穫進展、米国中西部主要

産地の概ね順調な生育進捗等から下落

ブラジルの冬とうもろこしの

干ばつと霜害による減産等から

上昇

米国の順調な生育・収穫進捗、南米

の生育に良好な天候等から下落

南米の高温・乾燥による減

産懸念、米国内のエタノール

需要等から上昇

ウクライナ情勢の緊迫、

南米の高温・乾燥による減

産懸念等から急上昇
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 ＜ ブラジル ＞ 南部の高温・乾燥の影響も、生産量史上最高の見通し                             

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前年 11 月から２月の南

部の主要産地（パラナ州、リオ・グランデ・ド・スール州等）の高温・乾燥の影響で夏と

うもろこしが生産減となったものの、大豆収穫後に作付け中の冬とうもろこしの生産増見

通しから、前月予測からの変更はなく、前年度より 31.0％増の 114.0 百万トンとなり、史

上最高の見込み。 

ブラジル食料供給公社（CONAB）月例報告（2022.3.10）によれば、2021/22 年度の夏

とうもろこしの生産量は、南部産地を中心に深刻な高温・乾燥の影響を受け前月予測から

0.1 百万トン下方修正され、前年度比 1.6％減の 24.3 百万トンの見込み。一方、冬とうも

ろこしの生産量は、干ばつ・霜害の影響で大幅減産となった前年度に比べ 41.2％増の 88.0

百万トンが見込まれ、合計では前年度比 29.0％増の 112.3 百万トンで史上最高の見込み。

(P.23 大豆－ブラジルのクロップカレンダー参照)。 

南部のパラナ州で３月７日現在、夏とうもろこしの収穫進捗率は 64％。南部のリオ・グランデ・

ド・スール州で３月 10 日現在、収穫進捗率は 64％。中西部のマット・グロッソ州では例年より早

い大豆の収穫により、３月 11 日現在、冬とうもろこしの作付進捗率は過去５年平均より２ポイン

ト早い 98％となっている。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、依然とし

て飼料用消費の増加に伴い、前年度より 4.3％増の 72.5 百万トンと史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、前月予測からの変更はなく、

生産量の増加に伴い、大幅減産となった前年度より２倍の 43.0 百万トンで史上最高の見込み。 

 ブラジル貿易統計によれば、2022 年１～２月の輸出量は 3.4 百万トンで、前年同期（3.1 百万

トン）と比べ 10.5％増となっている。内訳は、1 位がイラン 72 万トン、２位がエジプト 69 万ト

ン、３位が韓国 58 万トン。 

 

 

 

とうもろこし－ブラジル 

(大豆収穫後に栽培する冬とうもろこしが3/4を占め、夏とうもろこしは1/4) 

図：世界のとうもろこし輸出国の輸出量の推移 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 102.0 87.0 114.0 (111.5) - 31.0 
消　費　量 68.5 69.5 72.5 (74.1) - 4.3 

  うち飼料用 58.5 59.0 61.5 (53.8) - 4.2 
輸　出　量 35.1 21.0 43.0 (37.8) - 104.8 

輸　入　量 1.7 2.9 2.0 (0.7) - ▲ 31.0 

期末在庫量 5.3 4.7 5.2 (6.4) ▲ 0.1 10.6 
期末在庫率 5.1% 5.2% 4.5% (5.7%) ▲ 0.1 ▲ 0.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 18.50 19.90 20.80 (20.90) - 4.5 
単収(t/ha) 5.51 4.37 5.48 (5.34) - 25.4 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(9 March 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度 2019/20
2021/22

予測値､(　）はIGC

2020/21
(見込み)
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資料：USDA「PS&D」（2022.3.9）のデータをもとに農林水産省にて作成

ブラジル増産により、
輸出量回復⾒込み
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＜ アルゼンチン ＞ 高温・乾燥も、生産量史上最高、輸出税は継続 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、３月上旬には降雨があ

ったものの、これまでの高温・乾燥による単収低下を改善するには遅すぎたことから前月

予測から 1.0 百万トン下方修正されたものの、前年度より 2.9％増の 53.0 百万トンと史上

最高の見込み。 

ブエノスアイレス穀物取引所週報（2022.3.17）によれば、収穫進捗率は７％で過去５年

平均より３ポイント遅れている。作柄は良からやや良が 80％と前週（79％）より改善。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、飼料

用消費の増加に伴い、前年度より 3.7％増の 14.0 百万トンと史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、前月予測から変更はな

く、前年度より 3.9％減の 39.0 百万トンの見込み。 

アルゼンチン国家統計局によれば、2022 年１月の輸出量は 176 万トンで、前年同期（168 万

トン）より 4.8％増。内訳は、1 位が韓国 39 万トン、2 位がチリ 23 万トン、3 位がペルー20 万

トン。前年 7 月 26 日に発令された 180 日間のパラナ川の渇水の緊急事態宣言は前年末に終了し

たものの、パラナ川の水位は依然として低下傾向が続き、アルゼンチンの穀物等の輸出への影響

に注視が必要である。 

アルゼンチン政府は、財政赤字の補填等のため、2019 年 12 月 14 日、輸出税を約７％から 12％

へ引き上げ、その後継続している。 

2021 年 12 月 17 日、アルゼンチン農牧漁業大臣が 2021/22 年度のとうもろこしと小麦の輸出

に関し、輸出上限数量を設定することを表明。同省プレスによれば、とうもろこしの輸出上限数

量は 4,160 万トンで国内需給に影響しない量としている。 

 

 

 

 

 

とうもろこし－アルゼンチン 

写真：北部サンタフェ州のとうもろこしの生育風景 

   （３月３日撮影） 

  現在は成熟期で、収穫は３月中旬の予定。高温乾燥の影響を受けた。 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 51.0 51.5 53.0 (59.0) ▲ 1.0 2.9 
消　費　量 13.5 13.5 14.0 (20.9) - 3.7 

  うち飼料用 9.5 9.5 10.0 (16.0) - 5.3 
輸　出　量 36.3 40.6 39.0 (35.3) - ▲ 3.9 

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - - 

期末在庫量 3.6 1.0 1.0 (7.0) ▲ 1.4 1.0 
期末在庫率 7.3% 1.9% 1.9% (12.5%) ▲ 2.6 0.1 

（参考）

収穫面積(百万ha) 6.30 6.50 7.00 (8.30) 0.20 7.7 
単収(t/ha) 8.10 7.92 7.57 (7.11) ▲ 0.37 ▲ 4.4 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(9 March 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)

2021/22

予測値､(　）はIGC
年　度 2019/20

2020/21
(見込み)
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＜ 中国 ＞ 生産量史上最高、消費量も史上最高の見通し                                           

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はな

く、大豆から収益性の良いとうもろこしの作付けにシフトしたことで収穫面積が増加した

ことから、前年度より 4.6％増の 272.6 百万トンと史上最高の見込み。前年 11 月上旬時点

で、収穫は終了。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、前月予測からの変更はなく、旺盛

な飼料用消費から前年度より 3.2％増の 294.0 百万トンと史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸入量は、前月予測からの変更はな

く、前年度より 11.9％減の 26.0 百万トンの見込み。なお、2020/21 年度の輸入量は、29.5

百万トンと史上最高の見込み。 

中国の貿易統計によれば、2021 年１～12 月の輸入量は 28.4 百万トンで、前年同期の 2.5

倍。内訳は、米国産 19.8 百万トン（70％）、ウクライナ産 8.2 百万トン（29％）で、前年は

ウクライナ産が 56％を占めたが、米国産の輸入が大幅に増加した。 

農業農村部「農産品供需形勢分析月報 2022 年１月号」によると、１月の国内流通価格は、

１月前半の継続的な降雨の影響で産地でのとうもろこしの保管が困難になったことにより

農家の販売意欲は高く、市場への供給は十分であったことから、2,800 元/トンと前月（2,820

元/トン）からやや下落した。また、１月の外国産価格は 2,540 元/トンと前月（2,480 元/ト

ン）から上昇した。今後の中国の輸入動向に注視が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

とうもろこし－中国 

図：中国におけるウクライナ・米国産とうもろこしの輸入状況 
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(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 260.8 260.7 272.6 (272.6) - 4.6 
消　費　量 278.0 285.0 294.0 (295.2) - 3.2 

  うち飼料用 193.0 203.0 214.0 (193.0) - 5.4 
輸　出　量 0.0 0.0 0.0 (0.1) - -

輸　入　量 7.6 29.5 26.0 (16.5) - ▲ 11.9 

期末在庫量 200.5 205.7 210.2 (188.2) - 2.2 
期末在庫率 72.1% 72.2% 71.5% (63.7%) - ▲ 0.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 41.28 41.26 43.32 (43.32) - 5.0 
単収(t/ha) 6.32 6.32 6.29 (6.29) - ▲ 0.5 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(9 March 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)

2021/22

予測値､(　）はIGC
年　度 2019/20

2020/21
(見込み)
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＜ ウクライナ ＞ 紛争による黒海の港閉鎖の影響等で輸出量 6.0 百万トン下方修正                                    

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、ウクライナ統計委員会

の発表に基づき前月予測から 0.1 百万トン下方修正されたものの、干ばつの影響で大幅減

産となった前年度に比べ単収が増加したことから、前年度より 38.3％増の 41.9 百万トン

の見込み。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、輸出量の下方修正を一部代替す

る形で前月予測から 3.0 百万トン上方修正され、前年度より 53.5％増の 10.9 百万トンの

見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、ロシアの侵攻開始以降

黒海の港が閉鎖された影響等から前月予測から 6.0 百万トン下方修正されたものの、前年

度より 15.3％増の 27.5 百万トンの見込み。この下方修正の少なくとも 3 つの要因は、

USDA「Feed Outlook」（2022.3.11）によれば、①ロシアの軍事行動で、穀物備蓄の施設が

被災、②ロシアの侵攻で穀物インフラや輸送インフラに被害を与え、黒海の輸出港への輸送

が困難、③（最大の要因）ロシアの侵攻後、すぐに黒海の輸出港が閉鎖されたことである。 

ウクライナの貿易統計によれば、2021 年 10 月～2022 年２月の輸出量は 17.9 百万トン。

内訳は、中国 5.5 百万トン（31％）、スペイン 2.6 百万トン（14％）、エジプト 1.3 百万トン

（８％）、オランダ 1.3 百万トン（７％）となっている。 

USDA によれば、2021/22 年度の期末在庫量は、輸出量の下方修正が消費量の上方修正を

上回ることから、前月予測から 2.9 百万トン上方修正され、前年度より５倍以上の 4.4 百万

トンの見込み。なお、輸出できないとうもろこしの多くがウクライナに残るが、このとうも

ろこしの半分は破壊されるか、使用に適さなくなる可能性が高いため、将来も輸出されない

と予想され、残りのとうもろこしは在庫にされる見込み。 

なお、3 月の FAO の予測によれば、ロシアの侵攻に伴い、2022/23 年度のとうもろこし

やひまわりなどの春作物についても、30％の農地で作付けが困難となり、単収も 20％低下

するといった影響を受けるとみられている。 

とうもろこし－ウクライナ 

 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 35.9 30.3 41.9 (40.0) ▲ 0.1 38.3 
消　費　量 6.4 7.1 10.9 (7.7) 3.0 53.5 

  うち飼料用 5.2 5.9 9.7 (6.5) 3.0 64.4 
輸　出　量 28.9 23.9 27.5 (32.5) ▲ 6.0 15.3 

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - - 

期末在庫量 1.5 0.8 4.4 (1.8) 2.9 424.1 
期末在庫率 4.2% 2.7% 11.3% (4.5%) 7.8% 8.6 

（参考）

収穫面積(百万ha) 4.99 5.40 5.47 (5.43) 0.17 1.3 
単収(t/ha) 7.19 5.62 7.67 (7.37) ▲ 0.25 36.5 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」(9 March 2022）
      IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度
2021/222020/21

(見込み)
2019/20

予測値､(　）はIGC

図：ウクライナ産とうもろこしの生産量、輸出量、期末在庫量の推移 
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資料：USDA「PS&D」（2022.3.9）をもとに農林水産省にて作成。

（百万トン）



   

- 15 - 
 

３ コメ                                 ◎世界のコメ需給 

（１） 国際的なコメ需給の概要（詳細は右表を参照）                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：USDA「PS＆D」(2022.3.9)をもとに農林水産省にて作成 

＜米国農務省（USDA）の見通し＞  2021/22 年度 

生産量    前年度比     前月比        

・インド等で上方修正されたことから前月から上方修正された。史上最高の見

込み。 

消費量    前年度比     前月比        

・インド等で上方修正されたことから前月から上方修正された。史上最高の見

込み。 

輸出量    前年度比     前月比        

・インド等で上方修正されたことから前月から上方修正された。史上最高の見

込み。 

期末在庫量  前年度比     前月比       

(単位：百万精米トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 498.8 509.7 514.1 3.8 0.9

消　費　量 493.7 503.9 511.1 0.7 1.4

輸　出　量 43.4 50.7 51.3 0.5 1.3

輸　入　量 42.4 46.4 50.1 0.4 8.0

期末在庫量 181.7 187.5 190.5 4.2 1.6

期末在庫率 36.8% 37.2% 37.3% 0.8 0.1
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(9 March 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22
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（２）国別のコメの需給動向                         

＜ 米国 ＞ 中粒種の輸出価格が史上最高値の 1,350 ドル/トン 

【生育・生産動向】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変

更はなく、対前年度比 15.7％減の 6.1 百万トンの見込み。収穫面積が減少したのは、

ミシシッピ川下流域で作付け時期にとうもろこしと大豆の価格がより有利になると

予測されたこと、カリフォルニア州で深刻な干ばつが発生したこと、南部で春先まで

降雨が続き作付けが減少したことなどが要因。なお、単収は 8.64 もみトン/ヘクター

ルのままで依然として史上最高。中・短粒種の生産量はコメ全体の約 25％を占める。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、前月予測からの

変更はなく、対前年度比 4.7％減の 4.6 百万トンの見込み。2021/22 年度の輸出量は、

前月予測からわずかに下方修正され、対前年度比 8.4％減の 2.7 百万トンの見込み。

2021/22 年度の輸入量は、前月予測からの変更はなく、対前年度比 10.2％減の 1.0 百

万トンの見込み。」 

2021/22 年度の期末在庫量は、輸出量がわずかに下方修正されたことで、前月予測

からわずかに上方修正され、対前年度比 20.9％減の 1.1 百万トンの見込み。 

同「Grain: World Markets and Trade」（2022.3.9）によれば、中粒種の輸出価格

が昨年より 40％以上上昇し、史上最高値となる 1,350 ドル/トンに高騰した。中粒種

の価格上昇の要因は、米国内の中粒種の大部分を生産するカリフォルニア州で、2021

年に深刻な干ばつが発生した影響で、生産量が約 18％減少したことによる。カリフォ

ルニア州における水の供給量や農業投入材のコスト高は、2022/23 年度も引き続いて

課題である。 

３月８日までの週のイラク向け長粒種（２等、砕米４％混入）の価格については、

前月から 45 ドル上昇し、655 ドル/トン（P19 の「長粒種の FOB 価格の推移」を参

照）。 

 

 

 

図：米国産中粒種及び長粒種の価格の推移（2021/22 年） 

コメ－米国 

主に長粒種はミシシッピ川沿いで栽培、中・短粒種のシェアは約 25％ 

米国のコメ生産に占めるカリフォルニア州のシェアは約２割 

資料：USDA「Grain : World Markets and Trade」(2022.3.9) 

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 5.9 7.2 - ▲ 15.7

消　費　量 4.6 4.9 - ▲ 4.7

輸　出　量 3.0 3.0 ▲ 0.0 ▲ 8.4

輸　入　量 1.2 1.1 - ▲ 10.2

期末在庫量 0.9 1.4 0.0 ▲ 20.9

期末在庫率 12.0% 17.8% 0.6 ▲ 3.4

（参考）

収穫面積(百万ha) 1.00 1.21 - ▲ 16.5

単収(もみt/ha) 8.38 8.54 - 1.2
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（9 March 2022)

2021/22

予測値

6.1

14.4%

1.1

1.0

2.7

4.6

1.01

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

8.64
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＜ インド ＞ 2021/22 年度の生産量が 129 百万トンで史上最高 

【生育･生産動向】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、収穫面積が 1.5 百万

トン上方修正されたことにより、前月予測から 4.0 百万トン上方修正され、対前年

度比 3.7％増の 129.0 百万トンで史上最高の見込み。 

インド農業農民福祉省「2021/22 年第２回生産量推計」（2022.2.25）によれば、

2021/22 年度のコメ生産量は 127.9 百万トンの見込みであり、その内訳はカリフ作

が 109.5 百万トン、ラビ作が 18.4 百万トンとなっている。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、前月予測から 0.5

百万トン上方修正され、対前年度比 2.4％増の 103.5 百万トンで史上最高の見込み。 

2021/22 年度の輸出量は、史上最高の生産量や豊富な在庫量、競争力の高い価格

により、前月予測から 0.5 百万トン上方修正され、対前年度比 1.5％増の 20.5 百万

トンで史上最高の見込み。世界の輸出量シェアの約４割を占める。 

2021/22 年度の期末在庫量は、生産量が上方修正されたことにより、前月予測か

ら 4.0 百万トン上方修正され、対前年度比 13.5％増の 42.0 百万トンで史上最高の

見込み。なお、インドの期末在庫量は世界全体の約２割を占める見通し。  

インド商務省の輸出量データによれば、2021 年４月～2022 年１月の累積輸出量

は 1,704.3 万トンであり、輸出量の多い国の上位はバングラデシュ（159.7 万トン）、

ネパール（117.3 万トン）、中国（110.9 万トン）になっている。 

USDA「Grain: World Markets and Trade」（2022.3.9）によれば、インド産米（砕

米５％混入）の３月８日までの週の価格は、前月から５ドル上昇して 360 ドル/トン

となったが、アジアの主要輸出国であるタイ、ベトナム、パキスタン、インドの中

でパキスタンに次いで低価格である、（P19 の「長粒種の FOB 価格の推移」を参照）。 

 

 

 

 

 

雨季をカリフ､乾季をラビと呼ぶ。北部はカリフ･ラビ(小麦）の二毛作､

南部はカリフ･ラビの二期作。主にインディカを栽培 

コメ－インド 

図：世界のコメの主要輸出国の輸出量の推移 

資料：USDA「PS＆D」(2022.３.9)をもとに農林水産省にて作成 

(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 118.9 124.4 129.0 (124.5) 4.0 3.7

消　費　量 102.0 101.1 103.5 (104.0) 0.5 2.4

輸　出　量 12.5 20.2 20.5 (18.4) 0.5 1.5

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - -

期末在庫量 33.9 37.0 42.0 (38.2) 4.0 13.5

期末在庫率 29.6% 30.5% 30.9% (31.2%) 3.0 0.4

（参考）

収穫面積(百万ha) 43.66 45.40 47.00 (45.75) 1.50 3.5

単収(もみt/ha) 4.08 4.11 4.12 (2.72) - 0.2
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（9 March 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (17 February 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

予測値、()はIGC
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＜ 中国 ＞ 2022 年は黒龍江省等で作付面積を削減する計画 

【生育・生産動向】USDAによれば、2021/22年度の生産量は、前月予測からの変

更はなく、対前年度比0.5％増の149.0百万トンで史上最高の見込み。  

【貿易情報・その他】USDAによれば、2021/22年度の消費量は、前月予測からの

変更はなく、対前年度比3.0％増の154.8百万トンで史上最高の見込み。2021/22年

度の輸入量は、前月予測からの変更はなく、対前年度比9.0％増の4.6百万トンの見

込み。2021/22年度の期末在庫量は、前月予測からの変更はなく、対前年度比3.0％

減の113.0百万トンの見込み。なお、世界の期末在庫量の約６割を中国が占める見

通し。 

  また、中国中央気象台（2022.3.3）によれば、２月下旬から全国の大部分の農産地

で春撒き作物の播種が始まり、南から北へと５月上中旬まで継続される見込み。 

中国農業農村部「農産品供需形勢分析月報１月号」によれば、１月、全国平均品

種別買付価格は、春節が近づくにつれて米加工業者等が次々と休暇に入り、買付量

が徐々に減少したことでインディカ籾価格は安定した。一方で、農家による春節前

の販売意欲が高まったことで、流通量が増加しジャポニカ籾価格は小幅に下落した。

全国平均品種別米卸売価格は、米加工業者の稼働率が低かったことや市場在庫が十

分であったことでインディカ米の価格は安定していた。一方で、昨年 11 月以降、黒

龍江省等の中国東北部の鉄道による輸送コストの低下により、同地域産ジャポニカ

米の流通量が増加しているため市場価格は下落した。2022 年１月の全国平均品種別

米卸売価格は、早稲インディカ米は 3,780 元/トン（前月同）、晩稲インディカ米 4,060

元/トン（前月同）、一期作ジャポニカ米 4,060 元/トン（前月より 1.0％下落）にな

っている。 

 

 

 

 

 

 

北部で一期作、南部で二期作。ジャポニカ(粳)米は東北地区、江蘇省等で栽培、

生産シェアは３割程度  

コメ－中国 

写真：黒龍江省水稲圃場の３月上旬の風景 

左：水稲圃場の遠景、右：水稲育苗ビニールハウスの組立 

水稲圃場は越冬期に入っており、土壌の水分含有量は例年並み。当面、水稲育苗ビニールハウス

を組み立てており、3 月末に水稲育苗作業に入る予定であるという。 

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 146.7 148.3 149.0 (149.5) - 0.5

消　費　量 145.2 150.3 154.8 (151.0) - 3.0

輸　出　量 2.6 2.2 2.3 (2.6) - 1.4

輸　入　量 2.6 4.2 4.6 (3.8) - 9.0

期末在庫量 116.5 116.5 113.0 (109.0) - ▲ 3.0

期末在庫率 78.8% 76.4% 71.9% (71.0%) - ▲ 4.5

（参考）

収穫面積(百万ha) 29.69 30.08 29.92 (30.00) - ▲ 0.5

単収(もみt/ha) 7.06 7.04 7.11 (4.98) - 1.0
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（9 March 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (17 February 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

予測値、()はIGC
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＜ タイ ＞ 輸出量の上方修正により単独で世界第２位のコメ輸出国 

【生育・生産動向】USDA によれば、2021/22 年度(2022 年１月～同年 12 月)の生

産量は、収穫面積及び単収が上方修正されたことにより 0.4 百万トン上方修正され、

対前年度比 4.5％増の 19.7 百万トンの見込み。2020/21 年度(2021 年１月～同年 12

月)の生産量は、前月予測からの変更はなく、対前年度比 6.8％増の 18.9 百万トンの

見込み。 

タイ農業経済局「農業経済 2021 年 12 月号」によれば、乾季作米は 2022 年２月

～10 月にかけて出荷される見通し。最も多く出荷されるのは 2022 年３月から４月

にかけてであり、全体の出荷量の 59.1％に当たる 389.9 万トンが出荷される見込

み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、生産量が上方

修正されたことから 0.1 百万トン上方修正され、対前年度比 8.9％増の 6.6 百万トン

の見込み。2021/22 年度のタイは、ベトナムの輸出量（6.5 百万トン）を凌ぎ、イン

ドに次ぐ世界第２位のコメ輸出国となる見通し。 

タイ米輸出業協会の発表によれば、2022 年１月の輸出量は対前年同月比 9.1％増

であるが、対前月比 36.9％減の 46.0 万トンとなった。これは主要な輸出先国が十

分な在庫を確保していたためであり、２月の輸出量は約 60 万トンになると予測し

ている。また同協会は、コンテナ不足や運賃など物流面の問題は緩和され始めてい

るとみている。 

USDA「Grain: World Markets and Trade」（2022.3.9）によれば、３月８日ま

での週のタイ産米（長粒、２等丸米）の輸出価格は、バーツ安や引き合いの減少を

反映して、前月より５ドル安い 424 ドル/トンとなっている（P19 の「長粒種の

FOB 価格の推移」を参照）。 

 

 

コメ－タイ 

夏期の雨季作と冬期の乾季作で行われる。主にインディカ米を栽培 

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 17.7 18.9 19.7 (19.3) 0.4 4.5

消　費　量 12.3 12.7 13.0 (11.8) - 2.4

輸　出　量 5.7 6.1 6.6 (7.8) 0.1 8.9

輸　入　量 0.3 0.2 0.2 (0.3) - -

期末在庫量 4.0 4.3 4.6 (6.6) 0.3 7.0

期末在庫率 22.1% 22.8% 23.4% (33.8%) 1.4 0.6

（参考）

収穫面積(百万ha) 9.89 10.51 10.60 (10.40) 0.20 0.9

単収(もみt/ha) 2.70 2.72 2.82 (1.86) 0.01 3.7
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（9 March 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (17 February 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

予測値、()はIGC

2022 年１月７に田植えをしてから約２か月後の３月上旬の様子 

写真：スパンブリー県の水稲圃場 
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＜ ベトナム ＞ 2022 年の冬春作の収穫進捗率は 11.4％ 

【生育・生産動向】USDA によれば、2020/21 年度(2021 年１月～同年 12 月）の生産量

は、前月予測からの変更はなく、対前年度比 1.1％増の 27.4 百万トンの見込み。2021/22

年度（2022 年１月～同年 12 月）の生産量は、前月予測からの変更はなく、対前年度比

0.7％減の 27.2 百万トンの見込み。 

 同「Weekly Weather and Crop Bulletin」（2022.3.1）によれば、ベトナム北部に季節

外れの降雨が確認され、播種前に土壌水分量が改善されたことで冬春作の生長が期待さ

れる見込み。 

 ベトナム農業・農村開発省（2022.3.10）によれば、2022 年の冬春作の収穫進捗率は

11.4％で、収穫量は 1.9 百万もみトン。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、前月予測からの変更

はなく、対前年度比 3.7％増の 6.5 百万トンの見込み。2020/21 年度の輸出量は、前月予

測からの変更はなく、対前年度比 1.6％増の 6.3 百万トンの見込み。 

2021/22 年度の輸入量は、前月予測からの変更はなく、対前年度比 66.7％減の 0.6 百

万トンの見込み。なお、2020/21 年度にベトナムが例外的に大量のコメを輸入したこと

から、2021/22 年度の対前年度比は大幅に減少している。 

USDA「Grain: World Markets and Trade」（2022.3.9）によれば、ベトナム産米（長

粒種、５％砕米混入）の３月８日までの週の価格は、タイトな供給量により前月から８

ドル上昇して 400 ドル/トンとなったが、依然としてタイ産米よりも低価格である。 

ベトナム税関総局によれば、2022 年１月の輸出量は 50.6 万トンであり、上位からフ

ィリピン（23.4 万トン）、コート・ジボワール（6.0 万トン）、中国（3.7 万トン）の順

になっている。そのうちジャポニカ米は対前年同期比 65.3％減の 2.2 万トンになってい

る。 

 

北部で二期作､南部で二期作・三期作。主に長粒種､一部で短粒種も栽培 

資料：USDA「Grain : World Markets and Trade」(2022.3.9) 

コメ－ベトナム  

図：長粒種の FOB 価格の推移（ベトナム産とタイ産の価格差が拡大） 

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 27.1 27.4 27.2 (28.3) - ▲ 0.7

消　費　量 21.3 21.5 21.5 (23.0) - 0.2

輸　出　量 6.2 6.3 6.5 (6.4) - 3.7

輸　入　量 0.4 1.8 0.6 (1.0) - ▲ 66.7

期末在庫量 1.2 2.6 2.4 (3.1) - ▲ 8.0

期末在庫率 4.3% 9.5% 8.7% (10.4%) - ▲ 0.8

（参考）

収穫面積(百万ha) 7.38 7.31 7.30 (7.45) - ▲ 0.1

単収(もみt/ha) 5.88 6.00 5.96 (3.80) - ▲ 0.7
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「World Agricultural Production」（9 March 2022)

      IGC 「Grain Market Report」 (17 February 2022) （単収は精米t/ha）

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

予測値、()はIGC
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Ⅱ油糧種子 大豆 

(1)国際的な大豆需給の概要（詳細は右表を参照） 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 2021/22 年度の世界の大豆の輸入量(156.7 百万トン) 

〇 2021/22 年度の世界の大豆の生産量(353.8 百万トン)(単位：％) 

〇 2021/22 年度の世界の大豆の輸出量(158.6 百万トン) 

＜米国農務省（USDA）の見通し＞    2021/22 年度  

生産量    前年度比  前月比  

・ブラジル、アルゼンチン、パラグアイ等で下方修正され、前月から下方

修正された。 

消費量    前年度比  前月比  

・中国、ブラジル等で下方修正され、前月から下方修正された。史上最高

の見込み。 

輸出量    前年度比  前月比  

・米国等で上方修正も、ブラジル、アルゼンチン等で下方修正され、前月

から下方修正された。 

期末在庫量  前年度比  前月比  

資料：USDA「PS&D」(2022.3.9)をもとに農林水産省で作成 

◎世界の大豆需給

(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 339.9 366.2 353.8 ▲ 10.1 ▲ 3.4
消　費　量 357.7 362.1 363.7 ▲ 5.5 0.4
　うち搾油用 312.1 315.2 315.3 ▲ 5.0 0.0

輸　出　量 165.2 164.5 158.6 ▲ 6.4 ▲ 3.6

輸　入　量 165.1 165.2 156.7 ▲ 6.0 ▲ 5.2
期末在庫量 96.8 101.7 90.0 ▲ 2.9 ▲ 11.6
期末在庫率 27.1% 28.1% 24.7% ▲ 0.4 ▲ 3.4

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(9 March 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22
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（２）国別の大豆の需給動向 

＜ 米国 ＞ 生産量は史上最高も、輸出減の見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はな

く、前年度より 5.2％増の 120.7 百万トンと史上最高の見込み。なお、単収は 2016/17 年

度に次ぐ史上第２位となっている。前年 11 月末時点で、収穫は例年並みのペースでほぼ終

了した。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、その他需要が前月予測からわず

かに下方修正されたものの、旺盛な搾油用需要から、前年度より 3.9％増の 63.5 百万トン

で史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、ブラジル産に比べ米

国産が安価なことや南米産大豆の減産見通しを背景に前月予測から 1.1 百万トン上方修

正され、史上最高の輸出量となった前年度より 7.5％減の 56.9 百万トンの見込み。 

USDA によれば、2022 年輸出検証高（2022 年１月６日～３月３日）は、10.5 百万ト

ンであり、内訳は中国（5.5 百万トン）、メキシコ（0.9 百万トン）、エジプト（0.7 百万

トン）、イタリア（0.6 百万トン）、日本（0.5 百万トン）の順。 

USDA によれば、2021/22 年度の期末在庫量は、輸出量の上方修正に伴

い前月予測から 1.1 百万トン下方修正され、前年度より 11.2％増の 7.8 百

万トンの見込み。期末在庫率は 6.5％で依然として低水準の見込み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大豆－米国 
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資料：IGCのデータをもとに農林水産省にて作成

好調な中国向け輸出によるタイ

トな在庫、米国の低温・乾燥に

よる作付け・生育懸念、堅調な

大豆油価格等から上昇

米国の順調な作付け・

生育進捗、大豆油価格

の下落等から下落

米国の主要産地の順調な生育・収穫進捗、

中国の輸入需要の弱まり等から下落

南米の高温・乾燥による

減産懸念等から上昇

図：米国、ブラジル、アルゼンチンの大豆輸出価格（FOB）の推移 

(単位：百万トン）

予測値
前月予測から

の変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 96.7 114.8 120.7 - 5.2 
消　費　量 61.9 61.1 63.5 ▲ 0.0 3.9 

  うち搾油用 58.9 58.3 60.3 - 3.5 
輸　出　量 45.7 61.5 56.9 1.1 ▲ 7.5 
輸　入　量 0.4 0.5 0.4 - ▲ 24.1 
期末在庫量 14.3 7.0 7.8 ▲ 1.1 11.2 
期末在庫率 13.3% 5.7% 6.5% ▲ 1.0 0.8 

（参考）

収穫面積(百万ha) 30.33 33.43 34.94 - 4.5 
単収(t/ha) 3.19 3.43 3.45 - 0.6 

 「World Agricultural Production 」（9 March 2022）

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
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 ＜ ブラジル ＞ 南部の高温・乾燥で単収下方修正、生産量は減産見通し 

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、北部と中西部の主産地では

継続した降雨があったものの、南部産地（パラナ州、リオ・グランデ・ド・スール州、マット・

グロッソ・ド・スール州等）の高温・乾燥が１~２月も継続した影響で成熟期の大豆の単収が

さらに下方修正されたことにより、前月予測から 7.0 百万トン下方修正され、前年度より 8.0％

減の 127.0 百万トンの見込み。 

なお、ブラジル食料供給公社(CONAB)月例報告（2022.3.10）によれば、2021/22 年度の生

産量は、南部の州を中心に深刻な高温・乾燥の影響を受け前月予測から 2.7 百万トン下方修正

され、前年度より 11.1％減の 122.8 百万トンの見込み。 

最大生産州である中西部マット・グロッソ州では３月 11 日現在、収穫率は 97％で、過去５

年平均より６ポイント早い。南部のパラナ州では３月７日現在、収穫率は 54％となっている。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、生産量の下方修正に伴い前月予

測から搾油用消費量が 0.6 百万トン下方修正され、前年度より 1.0％減の 48.9 百万トンの

見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、生産量の下方修正に伴

い前月予測から 5.0 百万トン下方修正されたものの、前年度より 4.7％増の 85.5 百万トン

の見込み。 

ブラジル貿易統計によれば、2022 年１～２月の輸出量は 8.7 百万トンで、例年より収穫

が遅れた前年同期（2.7 百万トン）に比べ 3.2 倍となっている。内訳は、１位が中国

6.3 百万トン、２位がスペイン 0.5 百万トン、３位がタイ 0.3 百万トンとなっている。 

 

 

 

 

 

 

大豆－ブラジル 

写真：中西部マット・グロッソ州の大豆の収穫風景 

（３月１日撮影） 

ブラジルのクロップカレンダー(中部から南部）

1月 ・ ・ ・ ・ 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

夏とうもろこし

冬とうもろこし

大豆

資料：CONAB穀物レポート（2022.3.10）

11 12
2021/22年度

2021年 2022年

10

マット・グロッソ州、パラナ州等

ﾘｵ・ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾄﾞ･ｽｰﾙ州等

大豆収穫後の一部圃場で冬とうもろこし播種

収穫 122.8（百万t）

収穫 88.0（百万t）

収穫 24.3（百万t）

作付 40.7（百万ha）

作付面積夏冬計 21.1百万ha

作付 4.5（百万ha）

作付 16.6（百万ha）

収穫夏冬計

112.3百万t

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 128.5 138.0 127.0 (126.5) ▲ 7.0 ▲ 8.0 
消　費　量 49.4 49.4 48.9 (46.6) ▲ 0.6 ▲ 1.0 

  うち搾油用 46.7 46.8 46.3 (44.0) ▲ 0.6 ▲ 1.1 
輸　出　量 92.1 81.7 85.5 (82.1) ▲ 5.0 4.7 
輸　入　量 0.6 1.0 0.5 (0.3) - ▲ 55.9 
期末在庫量 20.0 28.0 21.0 (0.6) ▲ 1.4 ▲ 24.9 
期末在庫率 14.1% 21.3% 15.6% (0.5%) ▲ 0.3 ▲ 5.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 36.90 38.90 40.60 (40.40) 0.20 4.4 
単収(t/ha) 3.48 3.55 3.13 (3.13) ▲ 0.19 ▲ 11.8 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
 「World Agricultural Production 」（9 March 2022）

年　度 2019/20
予測値、（）はIGC

2020/21
(見込み)

2021/22

    IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)
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＜ アルゼンチン ＞ 高温・乾燥で面積・単収下方修正、輸出税は継続                              

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、３月上旬には降雨があっ

たものの、２月の高温・乾燥による作柄悪化を改善するには遅すぎたため前月予測から 1.5

百万トン下方修正され、前年度より 5.8％減の 43.5 百万トンの見込み。 

ブエノスアイレス穀物取引所週報（2022.3.17）によれば、最近の降雨は多くの地域で継

続し、作柄は良からやや良が 83％で前週（80％）から改善。収穫作業は北部地域から始ま

っているが、初期単収は過去５年平均より低い傾向にある。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、前月予測からその他消費量がわ

ずかに上方修正され、前年度より 0.4％減の 47.2 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、生産量の下方修正に伴

い前月予測から 1.0百万トン下方修正され、前年度より 47.1％減の 2.8百万トンの見込み。 

アルゼンチン国家統計局によれば、2022 年１月の輸出量は 0.3 万トンで、前年同期（1.1

万トン）より 70.4％減。内訳は、1 位がチリ 0.2 万トンとなっている。前年 7 月 26 日に発

令された 180 日間のパラナ川の渇水の緊急事態宣言は前年末に終了したものの、パラナ川

の水位は依然として低下傾向が続き、アルゼンチンの穀物等の輸出への影響に注視が必要で

ある。 

アルゼンチンは、大豆輸出量よりも、搾油後に発生する大豆加工品の輸出が多く、大豆油

及び大豆粕については、世界第１位の輸出国である。 

アルゼンチン政府は、財政赤字の補填等のため、輸出税を設定している。2021 年１月以

降、輸出税を大豆最大 33％、大豆油及び大豆粕 31％に設定。さらに、2022 年３月 19 日付

けアルゼンチン農牧漁業省プレスによれば、大豆油及び大豆粕の輸出税について 2022 年末

まで２％引き上げ、大豆と横並びの 33％と変更した。 

 

 

 

 

大豆－アルゼンチン 

写真：北部サンタフェ州の大豆の生育風景 

   （３月３日撮影） 

   前年 10 月下旬に作付けされ、現在は成熟期で多くの 

莢に身が入っている。収穫は３月下旬の予定。 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 48.8 46.2 43.5 (41.5) ▲ 1.5 ▲ 5.8 
消　費　量 45.9 47.4 47.2 (45.0) 0.0 ▲ 0.4 

  うち搾油用 38.8 40.2 40.0 (39.0) - ▲ 0.4 
輸　出　量 10.0 5.2 2.8 (4.7) ▲ 1.0 ▲ 47.1 
輸　入　量 4.9 4.8 2.9 (3.5) ▲ 0.2 ▲ 39.8 
期末在庫量 26.7 25.1 21.5 (1.3) ▲ 0.7 ▲ 14.2 
期末在庫率 47.7% 47.6% 43.0% (2.6%) ▲ 0.6 ▲ 4.6 

（参考）

収穫面積(百万ha) 16.70 16.47 16.00 (16.25) ▲ 0.20 ▲ 2.9 
単収(t/ha) 2.92 2.81 2.72 (2.55) ▲ 0.06 ▲ 3.2 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」
 「World Agricultural Production 」（9 March 2022）
    IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度 2019/20
2020/21
(見込み)

2021/22

予測値、（）はIGC
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＜ 中国 ＞ 減産見通し、消費量・輸入量は下方修正                                  

【生産・生育状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更はな

く、収益性の高いとうもろこし等への作付けのシフトにより収穫面積が減少したことから、

前年度より 16.3％減の 16.4 百万トンの見込み。 

前年 11 月上旬時点で、収穫は終了。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、搾油マージンの悪化により、搾油

用消費量が前月予測から 2.0 百万トン下方修正されたものの、前年度より 0.1％増の 111.7

百万トンで史上最高の見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸入量は、消費量の下方修正と備蓄

在庫の放出に伴い前月予測から 3.0 百万トン下方修正され、前年度より 5.8％減の 94.0 百万

トンの見込み。 

中国の貿易統計によれば、2021 年１～12 月の輸入量は 96.5 百万トンと、前年比で 3.8％

減。内訳は、ブラジル産 58.2 百万トン（60％）、米国産 32.3 百万トン（33％）。なお、2021 年

12 月の輸入量は 8.9 百万トンで、前年同月（7.5 百万トン）より 17.8％増。うち、米国産が 6.1

百万トンと 69％を占めた。 

農業農村部「農産品供需形勢分析月報 2022 年１月号」によると、１月の国内価格（山東省

の国産大豆工場渡し価格）は、国産大豆の価格が高いため主産地の大豆農家は価格のさらなる

上昇を期待し、市場での取引が比較的閑散となったことから、前月（6,540 元/トン）からやや

下落し、6,480 元/トンとなったものの、依然として高水準である。１月の国際価格（山東省の

輸入大豆価格）は 4,460 元/トンと前月（4,320 元/トン）から大幅に上昇した。今後の中国の輸

入動向に注視が必要である。 

 

 

 

 

図：中国におけるブラジル、米国産大豆の輸入状況 
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大豆－中国 
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 18.1 19.6 16.4 (16.4) - ▲ 16.3 
消　費　量 109.2 111.6 111.7 (115.5) ▲ 2.0 0.1 

  うち搾油用 91.5 93.0 92.0 (97.3) ▲ 2.0 ▲ 1.1 
輸　出　量 0.1 0.1 0.1 (0.1) - 42.9 
輸　入　量 98.5 99.8 94.0 (96.3) ▲ 3.0 ▲ 5.8 
期末在庫量 26.8 34.5 33.1 (28.8) ▲ 1.0 ▲ 4.1 
期末在庫率 24.5% 30.9% 29.6% (24.9%) ▲ 0.4 ▲ 1.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 9.33 9.88 8.40 (8.40) - ▲ 15.0 
単収(t/ha) 1.94 1.98 1.95 (1.95) - ▲ 1.5 
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
 「World Agricultural Production 」（9 March 2022）
    IGC 「Grain Market Report」(17 February 2022)

年　度
2020/21
(見込み) 予測値、（）はIGC

2021/22
2019/20
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＜ カナダ ＞ 西部での高温乾燥の影響で減産見通し                                    

【生育・生産状況】USDA によれば、2021/22 年度の生産量は、前月予測からの変更は

なく、生育期間の西部カナダでの乾燥の影響による単収の減少に伴い、前年度より 1.4％減

の 6.3 百万トンの見込み。前年 11 月末時点で、収穫は終了。 

 なお、カナダ農務農産食品省（AAFC）「Outlook for Principal Field Crops」（2022.3.18）

によれば、今後作付けされる 2022/23 年度の生産量は、カナダ西部では土壌水分不足の懸

念や小麦等の競合作物も価格が魅力的なことから作付面積の増加は抑えられるものの、高い

大豆価格に支えられ、主産地のカナダ東部を中心に作付面積が増加し、前年度より 4.4％増

の 6.6 百万トンの見込み。 

【需要状況】USDA によれば、2021/22 年度の消費量は、輸出量の上方修正に伴い前月予測

から 0.2 百万トン下方修正され、前年度より 11.7％減の 2.3 百万トンの見込み。 

【貿易情報・その他】USDA によれば、2021/22 年度の輸出量は、カナダ産の輸出需要増加

に伴い前月予測から 0.2 百万トン上方修正され、前年度より 3.1％減の 4.4 百万トンの見込

み。 

 カナダ穀物委員会（Canadian Grain Commission）によれば、2021/22 年度（2021 年８

月～2022 年７月）のうち、2021 年８月～2022 年１月の輸出量は 255.4 万トンで、国別で

は、イラン（47.1 万トン）、イタリア（34.6 万トン）、オランダ（22.6 万トン）、アルジェ

リア（21.9 万トン）の順。 

 

大豆－カナダ 

 

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 6.1 6.4 6.3 (6.3) - ▲ 1.4 
消　費　量 2.6 2.7 2.3 (2.5) ▲ 0.2 ▲ 11.7 

  うち搾油用 1.8 1.6 1.8 (1.8) - 6.6 
輸　出　量 3.9 4.5 4.4 (4.0) 0.2 ▲ 3.1 
輸　入　量 0.3 0.5 0.5 (0.4) - ▲ 3.1 
期末在庫量 0.6 0.3 0.3 (0.5) - 8.2 

期末在庫率 9.6% 4.1% 4.7% (6.9%) - 0.6 

（参考）

収穫面積(百万ha) 2.27 2.04 2.13 (2.14) - 4.4 
単収(t/ha) 2.71 3.12 2.94 (2.93) - ▲ 5.8 
資料：USDA「PS&D」
 「World Agricultural Production 」（9 March 2022）
 AAFC「Outlook for Principal Field Crops｣（18 March 2022）

年　度 2019/20
2021/222020/21

(見込み) 予測値、()はAAFC



(参考）本レポートに使用されている各国の穀物年度について　(2021/22年度）

小麦 とうもろこし コメ 大豆

米国 21年6月～22年5月 21年9月～22年8月 21年8月～22年7月 21年9月～22年8月

カナダ 21年8月～22年7月 21年8月～22年7月

豪州 21年10月～22年9月 22年3月～23年2月

EU 21年7月～22年6月 21年10月～22年9月

中国 21年7月～22年6月 21年10月～22年9月 21年7月～22年6月 21年10月～22年9月

ロシア 21年7月～22年6月 21年10月～22年9月 21年9月～22年8月

ブラジル 22年3月～23年2月 22年4月～23年3月 21年10月～22年9月

アルゼンチン 21年12月～22年11月 22年3月～23年2月 21年10月～22年9月

タイ 22年1月～12月

インド 21年4月～22年3月 21年10月～22年9月

ベトナム 22年1月～12月

注 市場年度は、おおむね各国で作物が収穫される時期を期首として各国ごとに設定されているた
め、国、作物によって年度の開始月は異なります。
例えば、2021/22年度は、米国の小麦では2021年6月～2022年5月、ブラジルのとうもろこしでは2022
年3月～2023年2月です。
なお、各国別、作物別の市場年度は、米国農務省によります。
https://apps.fas.usda.gov/psdonline/app/index.html#/app/downloads（ ｢Reference Data」タブ
を参照）



   

【利用上の注意】 

 食料安全保障月報は、国際穀物需給に関し、在外公館からの情報、農林水産省が独自

に各国の現地コンサルタント等を通じて入手した情報、公的機関（各国政府機関、FAO、

IGC 等）の公表資料、Oil World 等民間の調査会社から購入した資料、その他、商社情

報や新聞情報等から入手した情報を農林水産省の担当者において検証、整理、分析した

ものです。 

 

〇 本月報に記載のない情報は以下を参照願います。 

（１） 農林水産省の情報 

ア 我が国の食料需給表や食品価格、国内生産等に関する情報 

・食料需給表：http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/fbs/ 

 ・食品の価格動向：http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/kouri/index.html 

 ・米に関するマンスリーレポート：http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html 

 イ 中・長期見通しに関する情報 

  ・食料需給見通し(農林水産政策研究所)：http://www.maff.go.jp/primaff/seika/jyukyu.html 

 

（２） 農林水産関係機関の情報（ALIC の情報サイト）：https://www.alic.go.jp/ 

・砂糖、でんぷん：https://www.alic.go.jp/sugar/index.html 

  ・野菜：https://www.alic.go.jp/vegetable/index.html 

  ・畜産物：https://www.alic.go.jp/livestock/index.html 

  

（３） その他海外の機関（英語及び各国語となります） 

  ア 国際機関 

   ・国連食糧農業機関（FAO）：https://www.fao.org/home/en 

   ・国際穀物理事会（IGC）：https://www.igc.int/en/default.aspx 

   ・経済協力開発機構（OECD）(農業分野)：https://www.oecd.org/agriculture/ 

・農業市場情報システム（AMIS）：http://www.amis-outlook.org/ 

 

  イ 各国の農業関係機関(代表的なものです) 

   ・米国農務省（USDA）：https://www.usda.gov/ 

   ・ブラジル食料供給公社（CONAB）：https://www.conab.gov.br/ 

   ・カナダ農務農産食品省（AAFC）：https://agriculture.canada.ca/en/sector/crops/reports-

statistics 

   ・豪州農業資源経済科学局（ABARES）：http://www.agriculture.gov.au/abares 

 

○ 食料安全保障月報で使用している統計数値は、主に米国農務省が 2022 年３月中旬

までに発表した情報を引用しています。 

 さらに詳細なデータ等が必要な場合は、米国農務省のホームページを参照願います。 

  http://www.usda.gov/wps/portal/usda/usdahome?navid=AGENCY_REPORTS 



                                                                     

  主な参考資料 

「World Agricultural Supply and Demand Estimates」 

http://www.usda.gov/oce/commodity/wasde/ 

「Grain：World Markets and Trade」 

https://www.fas.usda.gov/data/grain-world-markets-and-trade 

「Oilseeds：World Markets and Trade｣     

https://www.fas.usda.gov/data/oilseeds-world-markets-and-trade 

 ｢World Agricultural Production」     

https://www.fas.usda.gov/data/world-agricultural-production 

「PS&D」         

https://apps.fas.usda.gov/psdonline/app/index.html#/app/advQuery 

 など 

      

○ データは予測値であり、毎月各種データの更新を受けて改訂されますので留意して

ください。 

 

○ 資料原典で表示されるブッシェル及びエーカー等の単位は、それぞれトン及びヘク

タールに換算して記載しています。 

 

○ 資料原典において現地通貨で表示される金額を円換算するにあたっては、日本銀行

国際局・財務大臣公示の基準外国為替相場及び裁定外国為替相場等の換算レートを用

いています。 

 

○ 市場年度は、おおむね各国で作物が収穫される時期を期首として各国ごとに設定さ

れているため、国、作物によって年度の開始月は異なります。 

  なお、各国別、作物別の市場年度は、米国農務省によります。 

  https://apps.fas.usda.gov/psdonline/app/index.html#/app/downloads 
  （注：同サイトの｢Reference Data｣を参照） 

 

○ 期末在庫率の対前年度増減率の欄は、前年度とのポイント差になります。なお、表

示単位以下の数値により計算しているため、表上では合わない場合があります。 

 

○ 本資料の引用等につきましては、出所（農林水産省発行「食料安全保障月報」）を

併記願います。  

    

  なお、生産見通し等の予測は、各国際機関及び各国の農業機関によりそれぞれの分析手法に基

づき行われるため、機関によってデータの相違がある場合があります。また、各国の農業機関の

公表を受けて、国際機関の見通しが改訂される場合があります。 

 



 

  英国については、2020 年１月 31 日付けで EU を離脱しました。英国の小麦に関する情報に

ついては小麦の EU27+英国のコーナーで取り扱います。 

 

○ 本月報の電子版は下記アドレスでご覧になれます。 

  農林水産省 食料安全保障月報 

http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/jki/j_rep/index.html 
 

○ 本資料に関するご質問、ご意見等は、下記までお願いします。 

 

 

連絡先  農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室 

      ＴＥＬ：０３-６７４４-２３６８（直通）            

 




